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日常生活動作能力の変化と予知因子に関する検討

１．目的

高齢者にとって、在宅で自立した生活を行う上で、日常生活動作能力（以下ADLとす

る）の維持は、不可欠な要素であると考えられる。

そこで、長寿地域の在宅高齢者を対象とした１０年間の追跡調査をもとに、ADLがど

のように変化したかを把握し、その変化に関連する予知因子を明らかにすることを目的と

する。

2．対象及び方法

1）対象

対象は、初回調査時に医学検診を受けた711名中、総合的活動能力が確認された689名

である。分析対象者は、その後10年間で死亡、入院、入所、転出、拒否をした者を除い

て、１０年後の追跡調査時に転帰の確認が可能であった366名のうち（追跡対象者）、総合

的活動能力が確認された252名である。追跡率は、68.9％（252/366）であった。

表１－１対象者数（初回調査、追跡調査）

合計女男

前期老人

後期老人

小計

3７９

３１０

６８９

２３１

２２１

４５２

1４８

８９

２３７

初回調査

前期老人

後期老人

小計

2７２

９４

３６６

1７６

７２

２４８

９６

２２

１１８

追跡調査

前期老人:６５～74歳、後期老人：７５歳以上

表１－２分析対象者数

合計女男

前期老人

後期老人

小計

2０２

５０

２５２

1３４

３７

１７１

８
３
１

６
１
８

※初回調査と追跡調査でも総合的な活動能力が確認できた者
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2）方法

ADLは、聴力、視力、移動、食事、排泄、入浴、着脱衣の基本項目に加え、東京都老
人総合研究所により開発された総合的活動能力指標を用いた。

各ADL項目は、普通（カテゴリー「1」）から全面介助・不能までの４～６段階（調査
票参照）、総合的な活動能力は、以下の6段階の選択肢を用いた。

表２総合的活動能力指標（東京都老人総合研究所）

１：ほとんど寝たきり（トイレに起きる人はここに含める）

２：寝たり起きたり（床は常時敷いてある、食事はおきてくる）

３：起きてはいるが、あまり動かない（床から離れている時間の方が多い）

４：少しは動く（気の向いたときに庭先に出てみる、小鳥の世話をしたりする、

簡単な縫いものなどをする、という程度）

５：家庭内では、ほぼ不自由なく動き活動する。隣近所には一人で出かける。

６：パス・タクシーを使って時には外出する。あるいはそれ以上に活発である

（旅行に出られる、職業を持っている等）

分析にあたり、年齢は、全て初回調査時の年齢を用い、年齢区分は、６５～74歳（以下

「前期老人」）、７５歳以上（以下「後期老人」）の２区分とした。

なお、分析にはSPSＳ６．１fOrMacintoshを用いて行った。有意差の検定には、離散量

に関しては、比率の差の検定（カイニ乗検定）、連続量には平均値の差の検定（ｔ検定）
を用いた。

３．結果

１）日常生活動作能力（ADL）の10年間の変化

初回と追跡の両調査に参加した256名一について、１０年間のADLの変化を検討した。

初回調査時と追跡調査時のADL普通者（カテゴリー１「普通」）の割合を比較検討し

た結果（表3‐１、表3-2）、各項目とも、ｊｉ胴認Zi菖監時よりもji旨跡)調査時に普通青の割合が

砥<なって↓)た。この煩)zｼは、前期老人よりも後期老人で露i箸であり、各年代と色女ｿ19tよ

りも男性におし)て、普通者の割合かｉｆ『下する煩/E可｢かみられた。

項目』ラリにみると、初回議Z費Eと追跡)調萱Fで晋i露y合が著しく低くなってＩ)る項目は、視

力、Ｈｉ;i力、移動であり、特に後期老人で顕著であった。これらは高齢者ﾊｽﾞ視力低下によ

る環境Ji日握かl困難な抄｡態にあり、転倒を起しやすい場ﾉﾗｹﾞを把握できに〈Ｍｆ態にあると推

測される。また、高齢者では、聴力砥下によるコミュニクーション障害が多くなることも

考えられる。
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表３初回調査時、追跡調査時のADL普通者の割合人（％）曰一
(54.9）

(51.8）

(75.6）

(91.5）

(98.8）

(,7.6）

(86.7）

(71.5）

(93.9）

(97.6）

(100.0）

(100.0）

視力６１（89.7）４１（60.3）１１（73.3）４（28.6）７２

聴力５５（80.9）４３（63.2）１１（73.3）６（4Z.，）６６

移動６３（94.0）５６（82.4）１４（,3.3）６（429）７７

男食事６８（100.0）６４（,4.1）１３（86.7）１１（78.6）８１

排泄６８（100.0）６８（100.0）１５（100.0）１３（,2.9）８３

入浴６８（100.0）６７（98.5）１５（100.0）１３（92.9）８３

５
９
２
５
１
０

４
４
６
７
８
８

着脱衣６７（98.5）６６（97.1）１５（100.0）１２（85.7）８２（98.8）７８（,5.1

９４（55.0）

135（78.,）

129（75.0）

160（941）

165（96.5）

166（97.6）

Ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

７
９
５
４
４
０

．
．
．
．
．
０

１
５
６
９
９
０

⑱
①
⑲
Ｃ
Ｃ
Ｕ

(459）

(59.5）

(67.6）

(81.1）

(91.9）

(91.9）

２５（67.6）

113（84.3）

３５（94.6）

3７（100.0）

3７（100.0）

3７（100.0）

7７（57.5）

3４（91.9）

104（77.0）

130（97.7）

131（97.8）

132（,9.2）

力１１３（85.6）

力１２９（,7.0）

動１２９（97.0）

事１３１（99.2）

池１３２（91.2）

浴１３３（100.0）

1３８

１６３

１６４

１６８

１６１

視
聴
移
食
排
入

女

７
２
５
０
４
４

１
２
２
３
３
３

1７０

着脱衣１３３（100.0）１３４（100.0）３７（1000）３４（91.9）１７０（100.0）１６８（98.21

※ADL普通者：カテゴリー１「普通」の者

2）総合的な活動能力の10年間の変化

次に、初回調査時と追跡調査時の総合的活動能力の分布を比較した（表4）。

最も活動能力の高い「パス・タクシーで外出する」の割合は、初回調査時よりもji畠j1iji調

萱時に低くなっていた。この傾向は、前期老人よりも後期老ﾉ(で顕著であった。
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表４初回調査時、追跡調査時の総合的活動能力の分布 人（％）

合計後期老人前期老人

初回調査一追跡調査初回調査追跡調査初回調査追跡調査

１（1.2）

２（2.5）

１（1.2）

２（2.5）

Ｚ（2.5）２１（25.9）

Ｏ（0.0）

１（7.7）

１（7.7）

０（0.0）

０（0.0）５（38.5）

１（1.5）

１（1.5）

０（ｏｎ）

２（２９）

２（2.9）１６（23.5）

ほとんど寝たきり

寝たり起きたり

起きているがあまり動かない

男少しは動く，庭先に出られる

隣近所には一人で出かける

バス・タクシーで外出する６６（,7.1）４８（70.6）１３(100.0）６（46.2）７９（,7.5）５４（66.7）

合計 ６８（1００．０１６８（1００．０１１３（100.0）１３（100.0）･-81（100.0〕８１（l０ｑＯ

ほとんど寝たきり０．（００）２（5.4）２（1.2）

寝たり起きたりＯ（0.0）２（5.4）２（1.2）

起きているがあまり動かないＯ（0.0）１（2.7）１（06）

女少しは動く,庭先に出られる７（５２）４（10.8）１１（6.4）

隣近所には一人で出かける１（0.7）３７（27.6）３（8.1）１３（35.1）４（2.3）５０（21.2）

パス・タクシーで外出する１３３（99.3）９０（672）３４（91.,）１５（40.5）１６７(97.7）１０５(61.41

合計 1３４（1００．０１１３４（100.0）３７（100.0）３７（ｌ０ｑＯ）１７１（100.0）１７１（100.0

３）総合的活動能力の変化の予知因子

総合的活動能力の変化の予知因子を検討した。

本検討では、初回調査時の総合的活動能力の状態による影響を除くため、初回調査時の
総合的活動能力が最も活動能力の高い「パス・タクシーで外出する」の者、246名につい

て分析を行った。

総合的活動能力の変化を10年後の追跡調査時に「バス・タクシーで外出する（以下良

好群）」であったものを「維持」、それ以下に活動能力が低くなった者を「低下」の２区
分とした。

ｚ0年間で総合的活動能力が「１１:『刀してＩ)た者は、男は前期老人面８８爪後期老人

認3.8％であり、女は前J騨老人爾2.3脇後期老人で5.,％であった俵５－zノ。低下者

のうち、カテゴリー４以下に低下した害M5f、男は前期老人沼.Ｏ鬼後期老人で7.7％であ

り、女は前期老人でno雛後期老人で５．8％であった俵ﾗｰ2ノ。

表5-1初回調査時の総合的活動能力良好群の10年間のの変化人（％）

女男

維持低下合計維持一一低下合計

前期老人４７(71.2）１１(28.8）６６(100.0）９０(67.7）４３(32.3）１３３(100.0）

後期老人６(46.2 ７（83.8】１３（100.0）１５（4４．，１９（55.9）３４（100.0

合計５３(67.1）２６(32.9）７９(110.0）１０５(62.9）６２(3Ｚ１）ユ６７(100.0
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表5-2初回調査時の総合的活動能力良好群の10年間の変化別の人数人（％）

維持合計-１-４ -３ -２-５

前期老人１(1.5）１(1.5）Ｏ(0.0）２(３０）１５(22.7）４７(71.2）６６(100.0）

後期老人男 Ｏ（0.0）１（7.71１（7.7）Ｏ（0.m５（38.5）６（46.2）１３（100.0

へ
（1.3）（2.5）（1.3〕（2.5〕２０２５．３５３６７．１７９１００．Ｏロ

前期老人Ｏ(0.0）Ｏ(0.0）０(0.0）７(5.3）３６(27.1），Ｏ(67.7）１３３(100.0）

zＦ後期老人（2.9）（2.,〕２．９８．８１３３８．２１５４４．１34100.0

（0.6）（0.6）（0.6）１０６．０４９２９．３１０５６２．９１６７１００．０
へ
ロ

総合的活動能力の変化を「維持」と「低下」の２群に分け、各群の初回調査時における

身体的及び社会的要因を比較検討した。各要因における検討の結果、身体的要因よりケト

レー指数、高血圧分類、ＨＤＬ、握力、開眼片足立ち時間、痛み、社会的要因として社会

的役割、食事に気を配っている、身体を動かす運動をしている、睡眠時間、家事作業に関

連がみられた。

更に、各要因における検討の結果、関連がみられた要因と総合的活動能力の変化に対す

る独立した関連を検討するために、総合的活動能力の変化（1=維持、２=低下）を従属変

数、独立変数として、男女別にロジステイック回帰分析を行った。

分析の結果、男では、社会的役割、家事作業に有意な関連がみられた。女では、握力、

開眼片足立ち時間、食事に気をつけているかで有意な関連がみられた。男女とも年齢とは

有意な関連はみられなかった（表6）。

総合的活動能力が10年間の間に「低下」した者の初回調査時の状況は、男では、社会

的役割が低く、家庭内の家事作業をしている人であり、社会的な交流範囲が比較的狭い状

況にあると推測される。初回調査時の状況が10年間不変であったと仮定すると、これら

の状況が長期間続いたことが、男性の総合的活動能力の低下につながったと考えられる。

女で、総合的活動能力が10年間の間に「低下」した者の初回調査時の状況は、握力が弱

く、開眼片足立ち時間が短いことから平衡感覚が低下している状態であり、健康のために

食事に気を配ることをしていない状況にあると思われる。これらのことから、女では男に

比べて健康状態の低下が総合的活動能力の低下につながっているように考えられた。
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表６総合的活動能力の低下に対する予知因子のロジステイック回帰係数

男 女

年齢

握力

開眼片足立ち

痛みの有無

ＨＤＬ－Ｃ

高血圧分類'）

ケトレー指数

社会的役割

食事に気を配っている2）

身体を動かす運動をしている3）

睡眠時間

家事作業

０．０２３

－０．０１０

－０.０３１

０．４５５

０．０２２

０．６７０

－０．０１４

－０．９５１＊

0．０７５

－１．８０３

－０．４９９

２．０８９＊

－０．００３

－０．０８１＊

－０．０５１＊＊

０．６４２

－０．０２４

０．０８４

０．００４

－０．３６６

－１．３８８＊

-０．５９９

－０．３６１

－１．９８５

＊ｐ＜０．０５ｐ＜００１
1）「高血圧」：WHOの高血圧分類における「高血圧」及び降圧剤服用者

「境界」、「正常」：WHOの高血圧分類における「境界域」、「正常」
2）健康のために食事に気を配っている

3）健康のためにスポーツ、その他身体を動かす運動をしている
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医科学的検査特に血清脂質の分析

我々は、加齢に伴う動脈硬化症の危険因子として、遺伝的に規定されているとされてい

る血清のLＰ（a）濃度を、北部地区（２）、宮古地区（３）の住民を対象に行ってきた。
今回、沖縄県の長寿を代表する大宜味村の健康な住民の血清中のLｐ（a）について検討し
た。

方法

我々は、沖縄県の大宜味村の住民検診において、４０才から７４才までの男性１３５
人、女性１３７人、合計２７２人を対象に、過去５年以内の骨折の既往を口頭で確認し、
さらに、採取された血清をラテックス凝集比濁法を用いて、ＬＰ（a）の血清濃度を測定し
た。

結果および考察
１）年齢別にみると、大宜味村の住民は、加齢とともに若干増加傾向がみられた（図一
１）。
大宜味村全体のIF（a）濃度の平均値は１６．１±１７．１mg／dlであった。他府県の

血清IＰ（a）濃度の平均値は、測定方法によって異なるが、ほぼ１５．５～１８．４mg／
dlの範囲（４，５）にあり、大宜味村の平均値もその範囲に入っている。一方、我々がこ
れまで検討してきた北部地区と宮古地区は、測定法がELISA法であり、大宜味村の調査に
用いたラテックス凝集比濁法とは異なるが、加齢とともに増加する傾向は見られず、血清

LＰ（a）濃度の平均値も、北部地区が１７．６±１５．７Ⅱ壇／dl、宮古地区が２０．５±
１５．８mg／dlであった。宮古地区の血清IＦ（a）濃度の平均値は、他府県や大宜味村に
比べて高値であり、北部地区もやや高目であることになる。地区別の血清11,（a）濃度の
平均値の相違の評価には、血清IF（a）濃度の測定法の基準化と同時に、ＩＰ（a）が動脈
硬化症の危険因子のマーカーになりうるのかを今後検討する必要がある。

２）血清中のIＰ（a）の濃度分布には人種差があることが知られているが、血清中のＩＦ
（a）の濃度分布をみると、大宜味村の対象全体では、日本全体の分布と同様L字型に近い
分布であった。北部地区と宮古地区に特徴的であった低濃度（０－５mg／dl）を示す者の
頻度が比較的小さいという傾向（２，３）は、大宜味村の対象を統合したデータでも見と
められた（図－２）。大宜味村のデータを性別で見ると、男性は、他府県と同様、Ｌ字賀

型のIＰ（a）濃度分布を示したが（図－３）、女性においては、北部や宮古地区と同様の
分布が認められた（図－４）。以上のように沖縄県のIF（a）の濃度分布は、他府県と若
干異なり、分布のピークがより高い濃度に位置する傾向にあった。
３）大腿骨頚部骨折の頻度は他府県に比べて多いと報告（６）されているが、今回の調査
では過去５年以内の骨折経験者は２７２人中２０人であったが、大腿骨頚部骨折は２７２

人中0人であった。本調査の２０人の骨折経験者のIＰ（a）濃度の平均は１１．２±８．
３略／dlであり、本県と他府県の健常者の平均より低い傾向にあった。今後、骨折経験者
や高齢者の母集団を拡大して、さらに検討する必要がある。
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高齢者の生活習慣と身体活動に関する検討

はじめに

わが国の平均寿命（1990年現在）は男性で75.9歳，女性で819歳となり1)，世界第１位の
長寿国であることは言うに及ばない．

平均寿命は，各年齢の死亡率によってのみ決定される2)．1994年国民衛生の動向による
と，昭和40年頃までの寿命の延びは，２０歳代の結核による死亡の激減にともなうものであ

り，また,近年の平均寿命が延びている要因は，男女とも70歳以上の死亡率の改善による

寄与が大きく，死因別では脳血管疾患の死亡率の改善によるところが大きいとしている．

また，現在若年層の死亡率の改善がほぼ限界に達していることから，中高年齢層における

成人病による死亡率の動向に，平均寿命が左右される時代が当分続くであろうと報告して

いる2)．

ところで，食生活の改善と室内暖房の普及などにより脳血管系疾患の死亡率は低下して

きたが3-5)，心疾患の死亡率は年々増加している1,2)．冠動脈疾患危険因子の改善には，
身体活動を高い水準で維持することが効果的であるとされている6-10)．心疾患による死
因を除去した場合の平均寿命の延びは男性で2.11年，女性で239歳との報告2)もあり，高
い身体活動水準の保持は，中高年齢層の心疾患による死亡率の低下につながり，今後の平

均寿命の延長に寄与するものと思われる．

一方，都市化やモータリゼーションが進む現代においては，人エ的な生活環境，自動化

された生活空間を与えられ，意識的な努力なくしては＋分な身体活動を確保することは難

しくなっている．そのような環境下にあって積極的に社会参加をしている者，趣味やスポ

ーツを生活化している者，あるいは地域や家庭で何らかの役割がある者は，それらの活動

の中で十分な活動量を得ている可能性は大きい．また，モータリゼーションが進んでいな

い地域では意識する，しないに関わらず，十分な身体活動を確保できる社会状況が初めか

ら存在している可能性がある．

このように，社会環境や生活状況の違いが身体活動に影響を与えることは容易に想像で

きる．しかし，身体活動について，運動習慣の有無，特定疾患の既往歴の有無，あるいは

施設入所などの点からとらえた報告は多いものの11-14)，一般の地域高齢者を対象とし，

日常における身体活動について検討した報告はほとんどない．高齢者の場合，運動やスポ

ーツはもちろん，日常生活における多くの社会的，文化的活動をトータルした形で身体活

動を把握することが望ましいものと思われる．

そこで本研究では，平均寿命が高く，６５歳平均余命も男女ともに日本，つまり世界で最

も高い水準にあり，人口10万対死亡率は全死因（541.0），３大死因である悪性新生物

（141.6），心疾患（93.8），脳血管疾患（52.6）のいずれも全国で低い位置にある2)沖縄
県の都市および農村地域に在住の高齢者を対象とし，日常における身体活動と生活習慣と

の関連について，都市と農村の比較を通して把握し検討することにより，それを形成する
社会文化的背景を明らかにすることを目的とした．
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対象と方法

1．対象地域の概要

沖縄県の総人口は122万2,398人である．６５歳以上人口は12万1,082人で，その老年人口比

率は9.9％となっている15)．平均寿命は男性76.7歳，女性84.7歳と全国平均（男性75.9歳，

女性81.9歳：平成２年現在）を上回っている16)．

調査の対象地域には，都市部として那覇市，農村部として大宜味村を選んだ．那覇市は

沖縄本島の南部，東シナ海に面した場所に位置し，沖縄の政治，経済，文化の中心地とし

て発展してきた．産業の状況は，９３％が第三次産業，残り7％が第二次産業と極端に偏っ

た産業構造である．農業，工業が少なく，商業，サービス業が多い消費型の都市となって

いる．人口は30万4,836人，６５歳以上人口は２万7,036人で，老年人口比率は8.9％である．平

均寿命は男性76.5歳，女性84.6歳と沖縄県の平均的水準である16)．また，人口密度が

8,O4Mnn2と）東京都特別区や大阪に次いで高い超過密都市となっている15)．
￣方，大宜味村は本島の山原と呼ばれる北部山林地帯に位置し，村の88％の面積を林野

が占める．農業が基幹産業で，主な農産物はさとうきび，果樹類，野菜類，花卉類などで

ある17)．人口は3,569人，６５歳以上人口は917人で，老年人口比率は25.7％と非常に高い

18)．平均寿命は男性75.9歳，女性86.1歳と，女性が非常に高いのが特徴である16)．ま
た，高齢者の26％をひとり暮らし老人が占める18)．

2．対象

調査は1994年７月～９月に，沖縄県の那覇市（都市部）からZ地区，大宜味村（農村部）

から3地区を無作為に抽出し，満65歳以上（1994年１月１日現在）の老人を対象に，転出，

施設への入所，入院，死亡，長期不在，調査の拒否者を除く計456人に，質問紙による面

接法で実施した．有効回答数は都市部201人，農村部220人の計421人で，有効回答率は

92.3％であった．３５人（7.7％）は調査の中断（途中拒否），聞き取りが困難等の理由で分

析の対象から除外した．

身体活動量の測定は１９年蛆＋１即に，高い日常生活動作能力（Ａｃｔｉｖｉｔ

ＬＭｎｇ，以下ADL）を保持している者，つまり総合的活動能力指標で「パス・電車を使っ
て時には外出する．あるいはそれ以上活発である」と判定された者の中から，測定協力の

承諾を得た66人（都市部32人，農村部34人）を対象に実施した．

●

１ ６

3．方法

（１）日常生活状況の調査

調査員が対象者を訪問する面接法で実施した．聞き取りは原則として本人から行った

が，聞き取りが困難な場合は，介護者または同居家族に代理面接を行った．調査項目は以

下のとおりである．

１）属性：性別，年齢，最終学歴，同居家族，現在の職業，過去の職業．

２）健康度自己評価：「非常に健康である」「まあ健康である」「あまり健康ではな

い」「健康ではない」の4段階スケール．
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３）老研式活動能力指標（ＴＭＩＧＩｎｄｃｘｏｆＣｏｄＤｐ:油i筥i野ら１９により開発された
指標で，「手段的自立」５項目，「知的能動性」４項目，「社会的役割」４項目の計13項目

より構成されており，各項目において「できる」と回答すると1点を与え，１３点満点で評

価した．

４）日常生活状況：睡眠時間，飲酒，喫煙習慣シ朝食，間食，家事，買い物，庭や家の

周りの手入れ，孫や配偶者の世話，友人や知人，親戚，近所とのつきあい，町内会や地域
行事・奉仕活動等への参加，老人会クラブへの参加，趣味や習い事，運動やスポーツの実

施状況の計16項目．

５）食品摂取パタン：食品群別摂取頻度調査法20,21)を用い，ご飯，漬け物，味噌汁，パ
ン，麺類，魚介類，肉類，卵，牛乳，大豆製品，緑黄色野菜，海藻類，いも類，果物類，

油脂類の15種類の食品群について行った．

６）ＡＤＬ：総合的活動能力指標22)による6段階スケールで調査員が判定を行った．

（２）身体活動量の測定

身体活動量は，カロリーカウンター（KcnzCalorieCounterα’すずけん社製）により測

定した．カロリーカウンターは，性，年齢，身長，体重を入力することにより基礎代謝量

を算出し，加速度計によって活動レベルを捉えて活動量に変換し，両者を加えることによ
りエネルギー消費量を算出する．同時に歩数計としても機能する．測定は，通常の生活を

営んでいる非雨天日の起床後から就寝前まで被験者の腰部に装着し，３日以上測定してそ
の平均値を求めた．なお，睡眠時，あるいは座位などでの静的作業時のエネルギー消費量

は，基礎代謝量をもとに算出される．また，入浴時は測定機を外すため同様に計算され
る．

HcartRatemonitdpパンテージXL,POLARELECTR社製，以下HRモニター）により

1分間の平均心拍数を測定した．測定は，原則として通常の生活をしている非雨天日の起

床後から夕方の入浴前までの1日間のみ行った．

4．分析

項目ごとに都市部と農村部の比較を行った後，ADL，老研式活動能力指標を従属変数，
日常の生活状況，対象者の属性，自覚的健康度を独立変数としてステップワイズ法

（PIN=0.10,ＰOUT=015）による重回帰分析を行った．独立変数は全てダミー変数として
得点化した四)．変数とその得点化についてTablclに示した．

身体活動量については，質問紙より，日常生活において身体活動量を規定すると判断さ

れる項目（現在の職業，老研式活動能力指標，家事，買い物，庭や家の周りの手入れ，孫
や酉B偶者の世話，友人や知人，親戚，近所とのつきあい，町内会や地域行事・奉仕活動等
への参加，老人会クラブへの参加，趣味や習い事，運動やスポーツの実施状況の計13変
数）をそれぞれ重みづけして得点化し，その合計点の平均値以上を高活動群，平均値未満
を低活動群として比較を行った．重みづけは，各項目の得点に分散値の逆数をかけて行っ
た．また，生活活動指数については，１日のエネルギー消費量と基礎代謝員より，定法24）
に従い求めた．ＨＲモニターの測定結果については，以下の方法で分析を試みた．平均心
拍数は身体活動の運動強度と相関するが，その値には個別性があり，個体間で比較するに
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は問題があると指摘されている25,26)．日常生活における身体活動は様々な動きの組み合

わせで構成されており，その変化は心拍数に反映される．つまり，心拍数の変化が大きい

ほど身体活動に多様性があり，逆に心拍数の変化が小さいほど身体活動が乏しいと考えら

れる．そこで，測定心拍数の撒布度による個体間の比較を試みた．ここでは，変動係数

（Ｃｏｃｆｆｉｃｉｃｎｔｏｆ５以而F、劫iを心拍数の撒布度として用い，次式により求めた

２７)．

心拍数の標準偏差

心拍の変動係数（ｗ） ×100

心拍数の平均

なお，群間の比較には，連続変量に関しては一元配置分散分析，離散変量に関しては比

率の差の検定（ｘ2検定）を用いた．有意水準はすべて5%以下とした。

結果

1．質問紙による調査結果

Ｔａｂ１ｌＨｊ&対象者の平均年齢および5歳階級年齢構成を示したものである．平均年齢は都

市部男性で71.9±6.4歳（平均±標準偏差），女性で72.6±6.3歳，農村部男性で73.6±6.4

歳，女性で74.1±6.8歳と農村部が高い傾向を示したが，両群間に有意差を認めなかった．

また，年齢構成においても，都市部と農村部の間に有意な差を認めなかった．最高齢者は

男性で90歳，女性で98歳であった．

最終学歴は，男女とも両群間に明らかに有意な差（P<､01）が認められた．農村部では

尋常小学校高等科卒以下が全体の9割を占めていたが，都市部においては旧制中学校卒以

上の者が男性では半数以上，女性でも4割近くであった．

同居家族は，都市部では男女とも「子や孫，その他と同居」答えた者は60％近くであっ

たが，農村部では男性の67％，女性の62％が「ひとり暮らし，老人夫婦のみ」と答えてお

り，両群間に明らかに有意な差（P<､０１）が見られた．特に，農村部では女性のひとり暮

らしが35％と，他に比べ明らかに高い率を示した．

有職率は都市部の男性の２６％，女性の9％に対し，農村部では男性で60％，女性で37％で

あり，明らかに農村部で高率（P<､001）であった．また，過去の有職率は，都市部の女性

は61％であったが，農村部の女性は85％と，両群間に有意な差（P<001）が認められた．

男性は両群とも100％であった．

健康度自己評価は，都市部の男'性の83％，女性の78％，農村部では男性の74％，女性の

64％が「健康」と答えており，農村部より都市部が，女性より男性が高い割合を示した

が，男女とも両群間に有意な差を認めなかった．

老研式活動能力指標の平均得点は，都市部の男性が10.5±2.6,女性が10.3±３３，農村部

の男性が11.1±2.5,女性が10.6±2.7であり，都市部より農村部が，また女性より男性が高

得点を示す傾向にあったが，各々の間に有意な差を認めなかった．また，各群ともに歪度
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はマイナスの値を示しており，得点の分布は負に歪んだ型であった．これは，対象者の老

研式活動能力指標の得点が高得点の位置に多く分布していることを示すものである．次

に，項目ごとに見てみると，男性では「食事の支度」が「できる」と答えた者は，都市部

の69％に比べ農村部では89％と有意に高い割合であった（P<､01）．「家族や友人の相談に

のる」では，都市部の72％に対し農村部では86％と有意に高い割合であった（P<０５）．

「若い人に話しかける」では，都市部の80％に対し農村部では91％と有意に高い割合で

あった（P<０５）．女性では「日用品の買い物」が「できる」と答えた者は，都市部の

82％に比べ農村部では94％と有意に高い割合であった（P<､01）．「食事の支度」では，都

市部の88％に対し農村部では96％と有意に高い割合であった（P<０５）．「新聞を読む」で

は，農村部の59％に対し都市部では79％と有意に高い割合であった（P<001）．「友達の

家を訪ねる」では，都市部の67％に対し農村部では82％と有意に高い割合であった

（P<01）．「家族や友人の相談にのる」では，都市部の70％に対し農村部では84％と有意

に高い割合であった（P<・Cl）．「パス・電車での外出」「請求書の支払い」「預貯金の

出し入れ」「年金の書類が書ける」「本や雑誌を読む」「健康情報に関心を持つ」「病人

を見舞う」の7項目では，男女とも両群間に有意な差を認めなかった．

ＴａｂＭは日常生活状況において有意差が認められた項目を示したものである．男性の場

合，「睡眠時間」が7～8時間と答えた者は都市部の58％に比べ農村部では72％と有意に高

い割合であった（P<､05）．「友達づきあい」をよくすると答えた者は都市部の40％に比

べ農村部では54％と有意に高い割合であった（P<､05）．「親戚づきあい」をよくすると

答えた者は都市部の40％に比べ農村部では60％と有意に高い割合であった（P<０５）．「近

所づきあい」をよくすると答えた者は都市部の26％に比べ農村部では65％と明らかに高い

割合であった（P<､001）．「町内会・地域行事・奉仕活動」によく参加すると答えた者は

都市部の14％に比べ農村部では61％と明らかに高い割合であった（P<､001）．「老人クラ

ブ」によく参加すると答えた者は都市部の9％に比べ農村部では54％と明らかに高い割合

であった（P<､001）．「飲酒」「喫煙習慣」「朝食」「間食」「炊事・洗濯・部屋の掃

除」「日用品の買い物」「庭や家のまわりの手入れ」「孫や配偶者の世話」「趣味や習い

事」「運動やスポーツの実施」の10項目では両群間に有意な差を認めなかった．

女性では「炊事・洗濯・部屋の掃除」をよくすると答えた者は都市部の74％に比べ農村

部では91％と有意に高い割合であった（P<Ⅲ）．「庭や家のまわりの手入れ」をよくす

ると答えた者は都市部の40％に比べ農村部では56％と明らかに高い割合であった

（P<００１）．「友達づきあい」をよくすると答えた者は都市部の45％に比べ農村部では
70％と明らかに高い割合であった（P<､001）．「親戚づきあい」をよくすると答えた者は

都市部の46％に比べ農村部では61％と有意に高い割合であった（P<､05）．「近所づきあ

い」をよくすると答えた者は都市部の33％に比べ農村部では74％と明らかに高い割合で

あった（P<､001川「町内会・地域行事・奉仕活動などへの参加」をよくすると答えた者
は都市部の12％に比べ農村部では55％と明らかに高い割合であった（P<001）．「老人ク

ラブ」によく参加すると答えた者は都市部の10％に比べ農村部では42％と明らかに高い割
合であった（P<､001）．「睡眠時間」「飲酒」「喫煙習慣」「朝食」「間食」「日用品の

買い物」「孫や配偶者の世話」「趣味や習い事」「運動やスポーツの実施」の9項目では
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両群間に有意な差を認めなかった．

男性の場合，都市部で摂取頻度が有意に高かった食品はパン（Ｐ<・Cl），麺類

（P<､5），大豆製品（P<､001），海藻類（P<､05）餅果物類（P<001）で，農村部ではご

はん（P<05），魚介類（P<､05）であった．両群間で摂取頻度に有意な差を認めなかった

食品は漬け物，味噌汁，肉類，ロハ牛乳，緑黄色野菜，芋類，油脂類であった．

女性の場合，都市部で摂取頻度が有意に高かった食品はバン（Ｐ<､001），麺類

（P<､001），肉類（P＜01），大豆製品（P<､001），海藻類（P<001），いも類

（P<､001），果物類（P<､001）で，農村部ではごはん（P<､001），卵（P<､05），緑黄色野

菜（P<05）であった．両群間で摂取頻度に有意な差を認めなかった食品は漬け物，味噌

汁，魚介類，牛乳，油脂類であった．

ADLについて「バス．電車などで時には外出する．あるいはそれ以上である」と判定さ

れた者，つまり高いADLを保持していると判定された者の割合は，都市部男性で80％，女

性で79％ｂ農村部の男性で９０％，女性で82%で都市部より農村部が，女性より男性が高い

傾向があるものの，両群間に有意な差を認めなかった．

Table4はADLを従属変数とした重回帰分析の結果を示したものである．男性では年齢と

の関連が最も強く，以下，町内会・地域行事・奉仕活動への参加，健康度自己評価，朝食

の摂取，仕事の有無の項目において関連が認められた．重相関係数は0.53,決定係数は

0.28,自由度調整済み決定係数は026で説明率はあまり高くない．女性では，家事の実

施，日用品や食料品の買い物が最も強く関与しており，以下，年齢，健康度自己評価，仕

事の有無，同居家族，庭や家のまわりの手入れの項目において関連が認められた．重相関

係数はＯＢ，決定係数は0.40,自由度調整済み決定係数は0.38であった．

Tablc5は老研式活動能力指標を従属変数とした重回帰分析の結果を示したものである．

男性では年齢との関連が最も強く，以下，最終学歴，老人クラブへの参加，家事の実施，

友人・知人とのつきあい，仕事の有無，町内会・地域行事・奉仕活動への参加，喫煙習

慣，健康度自己評価の項目において関連が認められた．重相関係数は0.66,決定係数は

０４４，自由度調整済み決定係数は0.40であった．女性でも年齢が最も強く関与しており，

以下，家事の実施，友人・知人とのつきあい，日用品や食料品の買い物，最終学歴，健康

度自己評価，老人クラブへの参加，朝食の摂取，親戚づきあいの項目において関連が認め

られた．重相関係数は０７５，決定係数は0.56,自由度調整済み決定係数は054と高い寄与

率を示した．

2．身体活動量の測定結果

高活動群と低活動群の身体活動量を比較してみると，１日の平均歩数は都市部の高活動

群が8242±3012歩，低活動群が5829±3131歩，農村部の高活動群が8215±3222歩，低活動

群が8659±3397歩で，都市部の低活動群は他の3群よりも明らかに少ない値（P<､05）で

あった（Fig.1）．

ＣＶは都市部の高活動群が13.8±5.5,低活動群が10.3±2.5,農村部の高活動群が14.3±

49,低活動群が12.0±5.5で，都市部の低活動群と農村部の高活動群に有意な差（P<､05）

が認められた（Fig.2）．
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単位体重当たりの総エネルギー消費量は都市部の高活動群が30.0±2.8kcal，低活動群が

28.9±2.6kcal，農村部の高活動群が307±2.8kcal，低活動群が302±1.6kcalで，都市部の低

活動群と農村部の高活動群に有意な差（P<､05）が認められた（Fig.3）．

運動による単位体重当たりのエネルギー消費量は都市部の高活動群が3.8±1.6kcal，低

活動群が2.5±1.4kcal，農村部の高活動群が3.7±1.6kcal，低活動群が3.8±1.7kcalで，都市

部の低活動群と高活動群および農村部の高活動群との間に有意な差（P<､０５）が認められ

た（Fig.4）．

生活活動指数は，都市部の高活動群が0.33±００７，低活動群が0.27±0.08,農村部の高活

動群が0.32±0.11,低活動群が0.32±0.09と都市部の低活動群が小さい値を示したが，各群

の間には有意な差を認めなかった．都市部の94％，農村部の84％の者が生活活動強度は

「軽い」に相当し，その他の者は「中等度」にあたる強度であった．

考察

本研究は，長寿地域に在住する高齢者の，日常における身体活動と生活習慣との関連に

ついて，都市と農村の比較を通して把握し検討することにより，それを形成する社会文化

的背景を明らかにすることを目的とした．

年齢構成においては男女とも両群間に有意な差を認めなかったが，これは，対象集団に

偏りが無いことを示すものであると思われる．農村部では性比（女性looに対する男性の

割合）が49.6と著しく低いが，大宜味村の65歳以上高齢者の性比は54.8で18)，母集団の特
性を忠実に反映しており，標本の抽出が妥当であることが示唆された．

ADLが高いと判定された者は両群とも80％～90％で，全体的に良好な活動能力を保持し

ている．また，女性より男性が高い傾向を示しており，従来の報告28-30)と一致する．Ｊｃｔｔ
ら28)は。ADL分布における性差を報告しているが，その要因については明示していな

い．＿方，古谷野ら29,30)は，５年間の追跡調査の結果より，ADL分布にみられる性差

は，男女の死亡率の差によるものとしている．すなわち，低ADLの女性の死亡率が男性を

下回る分だけ，断面調査においては低ADL者の比率が女性で高くなると述べている．重回

帰分析の結果，年齢，仕事の有無，社会参加などの項目とADLとの関連が示された.安田

ら31)は，高知県における5年間の追跡結果より，ADL低下に関する生活様式について’ひ

とり暮らし，喫煙，非飲酒，社会参加に消極的である，生きがいが無いをあげている．ま

た，田場32)は，ADL低下の予知因子として男性では仕事の有無，モラールスケールを，

女性では年齢，健康度自己評価をあげ，小林ら33)は農村地域の高齢者の場合は年齢に加
え，仕事．農作業に従事していないことを挙げている．本調査での結果と考え合わせる

と，ADLが高い者は地域，社会で何らかの役割を持ち，自分の健康に対し肯定的な見方を
していると推察される．

古谷野ら29)は老研式活動能力指標による全国調査を行い，全国の平均得点（10.8±

3.0）を報告している．11点以上の高得点，つまり高い活動能力を保持している高齢者は

60％～80％で，ADLと同様男性が高い傾向がみられた．老研式活動能力指標を従属変数と

した重回帰分析の結果を先行研究31-33)と比較してみると，男性では喫煙習慣，社会参
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加，仕事の有無が，女性では年齢，社会参加，健康度自己評価で一致した結果を得た．こ

れらの結果より，男女間で若干の違いがあるものの，良好な活動能力を示す高齢者は，日

頃から家事や買い物などをこなし，自分の健康に対し肯定的な見方をし，社会参加に積極

的であると推察される．

食生活には地域差があることが知られている．池田ら34)は農村部での米飯摂取頻度が
高率であることを示しており，本研究でも同様の結果を得た．ほとんどの食品群で都市部

が高い摂取率を示しており，農村部において摂取頻度が有意に高い食品は，男性でごはん

と魚介類，女性でごはんと卵，緑黄色野菜のみであった．都市部では食べたい物がいつで

も手に入るという，食生活の多様化によるものと推察される．また，農村部では自給自足

を基本としており，必然的に米飯摂取率，野菜類の摂取率が高くなるものと思われる．

身体活動量は，都市部の高活動群と農村部の高活動群，および低活動群の間にはほとん

ど差を認めなかったが，都市部の低活動群は他の群に比べ有意に低い値を示している

（Fig.１～4）．都市部では，積極的に社会参加をしている者，趣味やスポーツを生活化し
ている者，あるいは地域や家庭で何らかの役割がある者は，それらの活動の中で十分な活

動量を得ているが，積極性がない，あるいは家に閉じこもりがちな者は十分な活動量を確

保できていない状況にあると推察される．また，農村部においては，日常生活における

様々な社会文化的要因が身体活動量を増加させる方向にはたらいていると考えられ，意識

する，しないに関わらず，身体活動を促進させる状況ができているものと推察される．

Kah-n35)はProductivcBChaviorを「収入を伴う活動のみではなく，収入を伴わない活動，例

えば家内労働，ボランティア活動，相互援助，セルフケアをも含むものである」と定義し

ている．本調査では，農村部ではPro-ductivcBchaViorの頻度が都市部よりも有意に高く，

身体活動量が大きい傾向を示した．また，都市部においても，これらの頻度が高い者は頻

度が低い者よりも身体活動量が有意に大きいとの結果を得た．これらより，高齢者の自立

と社会への貢献が高い身体活動水準を維持し，長寿に影響していることを伺わせる．

これまでの報告36,37)では，高齢者の大多数は健康で，十分な活動能力を保持している

ことが明らかになっており，今回の調査もこれを支持する結果となっている．今後，老人

人口の社会の中に占める割合が著しく増加していくことを考えると，高齢者を福祉サービ

スや物質的援助を受けるだけの存在と見なすわけにはいかなくなってきている．今後の超

高齢化社会の到来を踏まえ，医療や福祉の充実，あるいは社会的支援ネットワークの確立

を目指すのは当然ではあるが，高齢者がそれらに安易に頼るような依存型の生活ではな

く，自分で身の回りの世話ができる，あるいは経済的にも独立できる自立型の生活を営め

るような社会を目指すことが必要であろう．

まとめ

本研究は，長寿地域に在住する高齢者の，日常における身体活動と生活習慣との関連に

ついて，都市と農村の比較を通して把握し検討することにより，それを形成する社会文化

的背景を明らかにすることを目的とした．

調査の対象は沖縄県の那覇市（都市部）および大宜味村（農村部）に在住の高齢者421
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名である．都市部と農村部で基本属性，生活習慣，食習慣，ADLなどの比較検討を行っ

た．更に，日常生活に支障のない対象者の中から66名を無作為に抽出し，高活動群と低活

動群に分け，カロリーカウンターとＨＲモニターにより身体活動量を測定し，４群間の比較

検討を行った．

その結果以下の知見を得た．

１）都市部と農村部では，有職率，家内労働，友人や知人・親戚．近所づきあい，地域

活動や奉仕活動，老人クラブなど，社会文化的な活動の状況に大きな差があることが明ら

かになった．

２）都市部の高活動群，農村部の高活動群および低活動群の3群間には身体活動量に有意

な差を認めなかったが，都市部の低活動群は他の群に比べ有意に低い値を示した．

以上の結果から，都市部の高活動群，農村部の低活動群および高活動群は職業，家内労

働，友人や知人・親戚．近所づきあい，地域活動や奉仕活動，老人クラブなど，社会文化

的活動の中で十分な身体活動量を得ているが１積極性がない，あるいは家に閉じこもりが

ちな者は十分な活動量を確保できない状況にあることが示唆された．
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高齢者の日常生活の実態と身体的活動能力に関する研究

、緒言

総務庁が発表した平成９年９月１５日現在の統計調査によると６５歳以上の高齢者は全
国で１．９７３万人で，全人口１億２．６１０万人に占める割合は１５．６％となり数，比率
ともに過去最高になったと報告されている23)。

戦後，曰本は経済の復興に伴い保健，医療，福祉の改善が進み，平成８年度厚生省の簡

易生命表による日本の平均寿命は男性７７．０１歳，女性８３．５９歳であり，現在世界の
最長寿国となっている。国立社会保障．人口問題研究所の推計23)によると，６５歳以上
人口は今後も増え続け２０００年には２．１８７万人，２．０１５年には３．１８８万人（総
人口の２５．２％）となり，国民の４人に１人が６５歳以上になると見込まれている。そ

の後２．０２１年をピークに徐々に減少するが２０５０年の人口構成比では高齢人口３２．

３％と，国民の３人に１人が高齢者という世界でもまれな「超高齢社会」になると予測
されている22)。

このような高齢社会を迎えるにあたって長寿が「単に長生きする」だけであってはいけ
ない。厚生省によると，介護を必要とする高齢者数は９３年では２００万人だったのに対

し，２０２５年には５２０万人になると推計している22)。それに加え１９９６年国民生

活基礎調査によると，世帯総数４．３８０万７千世帯に対し高齢者世帯数は６２０万４千

世帯と全世帯の１４．２％を占めており，年々増加の傾向にある24)。また２０１０年には
夫婦のみ世帯が５３０万１千世帯、単独世帯が４６２万８千世帯に増えると厚生省人口問
題研究所は推計している24)。それに伴い老人医療費も年々増加の一方をたどってきてい
る。

一方、沖縄の高齢化も年々進んでおり、１００歳以上の１０万人当たりの人口で見れば
２５年連続で都道府県別のトップとなっている21)。老人医療費も年々増加しており、伸
び率は全国平均を上回っている24)。また最近では老人デイケアの普及により、その医療
費が市町村の財政をさらに圧迫しているのが現状である。

このような高齢社会が進むにつれて、長寿がボケや寝たきりではなく「いかに元気で明
るく充実して生きるか」という生活の質が非常にもとめられてきている。

高齢者の体力、運動機能を維持することは「健康な長寿」を得る基本的な要因の一つと
なっていることが先行研究により明らかにされており3)7）、人生80年代を迎えて長い人生
を有意義に過ごしていくためには、心身ともに健康であることが欠かせない条件であるこ
とは明確である。仕事を持つことが身体活動低下を予防することや、ソーシャルサポート
の低下が身体活動低下と関連しているなど、明るい長寿社会実現にむけて、様々な観点か
らの研究が行われてきている1)4)5)15)。ＷＨＯの専門委員会では「高齢者においては、生活
機能の自立性を健康度の指標とするのが有効である」との提言をしており、この生活機能
（生命維持に必要な基本的な身体的な機能から日常生活における基本的な動作能力、手段
的な日常生活動作能力、仕事や娯楽・スポーツなど積極的な日常生活を営むための能力）
の自立性がどの程度維持されているかということが、高齢者の生活のありかたを規定し、
幸福な老い（Succcssfulaging）の可否を決定する大きな要因になっているとしてい
る。従来高齢者の身体的生活機能の評価指標として、日常生活動作能力（ADL）が主に
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用いられてきたが、この評価法では質的な評価は可能であるが、能力の量的な評価が十分

にはできない点が問題とされ、そこで種田らはこれらの問題を考慮した新しい指標「生活

体力指標」を考案し、この生活体力を客観的に評価する測定法｛高齢者が家庭において自

立した生活を送るための基本的な日常生活の主要動作（起居、移動、家事、身辺）につい

て「できる」か，「できない」かを判断する｝を開発した6)12)14)。生活体力とは「機能的

に自立して、日常生活を支障なく過ごすための身体的な動作能力」であり、この生活体力

測定法の信頼性は高く、有用性および実施可能性も高いものと判断され2)'1)'2）、種田ら

は、この生活体力が優れている高齢者ほど日常生活の総合的活動性は高いことを報告して

いる13）。こういった積極的な保健活動の展開が高齢者の健康づくりとしてのみならず、

家族や地域社会にとっても大変に重要な課題といえる。一方我が沖縄でも代表的な長寿地

域の大宜味村を中心に、長寿に関する研究は行われてきているが、この生活体力に関する

研究報告はほとんどなく、身体的生活機能の実態は明らかにされていない。そこで本研究

は、種田らが開発したこの生活体力測定法を用いて、長寿の島沖縄に在住する高齢者の生

活体力と生活習慣や健康法、社会活動性がどのように関連しているかを明らかにし、今後

の長寿社会にむけての参考資料を得ることを目的とした。

、対象と方法

1.対象及び調査方法

a・対象地域

調査は1996年８月、1997年８月～11月に本島北部の大宜味村と急激に都市化の進む西原

町の６０歳以上（大宜味村1996年８月１日現在，西原町1997年８月１日現在）の高齢者を

対象にした。調査数は808名(大宜味村544名、西原町265名）であった。有効回答率は大

宜味村454名(83.5％)、西原町225名(84.9％)、全体679名(84.0%)であり、残りの16.0％は
調査の中断（途中拒否）、けが等の理由で分析対象者から除外した。

b､質問紙による調査

対象者には各地域の公民間館に集まってもらい、調査員が直接聞き取り調査を行った。

また、対象者の状態が聞き取り困難な場合は介護者または同居家族に代理面接を行った。

質問の項目は以下に示した。

属性（性別、年齢、現在の職業）

自覚的健康度

転倒状況：過去一年間の転倒回数

老研式活動能力指標：「手段的自立」５項目、「知的能力性」４項目、「社会的役

割」４項目の計１３項目

健康法：食生活に関する13項目とさらに5項目を加えた計１８項目

日常生活状況：「生理的行動」５項目、「家事的行動」５項目、「文化的行動」５項

目、「社会的行動」４項目の日常生活に関する計19項目

c・生活体力の測定

動作能力の測定：｛日常生活の主要動作を、起居動作（起きる、立ち上がる、座わ

－３３



る、横たわる）、移動動作（歩く、走る）、家事動作（調理、裁縫、掃除）、身辺動作

（更衣、入浴、整容）に分類し、これらの4項目を生活体力の下位尺度として、これに対

応した4つの測定項目からなる）を用いて、各動作の遂行能力（起居能力、歩行能力、手

腕作業能力、身辺作業能力）を測定し、所要時間によりS段階評価を行った。測定方法は
資料2の通りである。

総合動作能力の測定：の生活体力測定法の起居能力、歩行能力、手腕作業能力、身
辺作業能力の全てを複合し、短時間で生活体力の内容を十分反映するような簡便な生活体
力測定法であり、測定法の信頼性、妥当性、および有用性は種田らによって確認されてい

る6）。の動作能力の測定同様､所要時間により5段階評価を行った。測定方法は資料２
の通りである。

d・分析方法

対象者を大宜味村、西原町の男女別、前期高齢者（60-74歳）、後期高齢者（75歳以
上）別に分け、生活体力と各カテゴリーの関係についてｘ２検定検定を行った。この場
合、生活体力は総合動作能力を採用した。また、生活体力の所要時間との関係については
相関分析を行い、各平均値の比較にはt-検定を行った。総合得点はTスコアーを用いた。
計算はSPSSを用い、有意水準は5％以下とした。

、生活体力の有用性

今回の調査で使用した生活体力測定法は、高齢者の身体的生活機能評価としての有用性
についてはすでに認められている。そこで今回の調査においてもこの生活体力の有用性が
見られるかを検討した。

(1)生活体力（4項目別）

性および5歳間隔の年齢階級別に生活体力の各測定値と総合得点（各項目の測定値をＴ
スコアーにより標準得点化し、４項目の各得点を合計した生活体力総合得点）の平均値±
標準偏差、年齢との相関係数、および男女間の各平均値の有意差検定などを表1に示し
た。年齢と各項目の測定値との間には、総合得点以外でいずれも有意な相関関係が認めら
れた。各項目における測定値の性、年齢階級別の分布を図1に示した。いずれの項目にお
いても測定値の分布は適度な幅と尖りを示し、著しい偏りはみられなかった。測定を２回
行った者は男の起居動作以外の全ての項目で、２試行目の測定値は1試行目に比べて有意
に短縮した（表2）。しかしながら、１試行目と2試行目の測定値の間には男の起居動作で
低い相関関係がみられた他は、いずれも中位の相関関係がみられた。これらの結果は種田
らがこの生活体力測定法の有用性を検討したときの結果12)とほぼ類似しており、これに
より今回の調査でもその有用性は高かったといえる。

2)生活体力（総合動作能力）

総合動作能力の測定を２回行った246名（男87名、女139名）全対象者において、男女と
も総合動作能力の所要時間（以下総合動作時間）と年齢との間には有意な相関関係（表
3）が認められ、性、年齢階級別の総合動作時間の度数分布については適度な幅と尖りを
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持ち、大きく偏った分布は認められなかった(図z)。総合動作時間の2試行目は1試行目よ
りも有意に短く(表4)、練習効果が認められたが、同一対象者における2試行間の測定値の
一致度は極めて高かった(男P<0.01,女P<0.01)。これは種田らが総合動作能力の有効性

を検討したときの結果6)とほぼ一致しており、これにより今回の調査でもこの総合動作
能力の有用性は高かったといえる。

、結果

Ｌ対象者の属性

表5-aに対象者の年齢構成（前期・後期）を示した。平均年齢は大宜味村の男7729

歳、女77.27歳、全体7728歳、西原町が男7L４（82名）歳、女708（143名）歳、全体

71.0（225名）歳であった。両地域の平均年齢と年齢構成に有意な差が見られた。表5-ｂ

には対象者の性別、年齢階級別に生活体力の高活動群と低活動群の割合を示した。両地域

の全ての群で高体力群の割合が半数以上を示した。特に西原町の女に高体力群の割合がか

なり高くみられた。

2.質問紙による結果と生活体力との関連

(1)職歴
現在も現役で頑張っている者は大宜味の28.3％、女23.1％、全体24.8％であり、西原

町は男33.8％、女16.3％、全体で22.6％であった（表6）。年齢階級別でみると前期高齢

者でとくに大宜味村と西原町の差がみられた（図3）。職業を分類別に見てみると大宜味

村と西原町の両方とも農林漁業作業者が最も多かった。大宜味村では70歳を過ぎても現

役で頑張っている者が多くみられた。生活体力との関係をみてみると、大宜味村では仕事

をしている者で生活体力が平均以上を記録した者(以下高体力群)は前期高齢者が90.0％、
後期高齢者が85.1％とかなり高い割合であった。仕事をしていない者で高体力群は前期高

齢者が57.1％、後期高齢者が62.6％と仕事をしている者としていない者の間に大きな差が

みられた。一方、西原町では仕事をしている者と仕事をしていない者の高体力群の割合に

差があまりみられなかった。男女別でみると、西原町の男で仕事をしていない者の高体力

群が仕事をしている者の高体力群よりも高い値を示した（図4）。

(2)健康度自己評価
自覚的健康感で「非常に健康」「まあ健康」の健康的な回答をした者は、大宜味村では

男67.3％、女66.7％、全体68.7％であり、西原町は男83.8％、女70.4％、全体75.2％で

あった（表7）。前期、後期高齢者で見てみると、健康的な回答の割合が大きかったの

は、大宜味村の男は前期高齢者で77.8％、女は逆に後期高齢者で67.6％、全体では後期高

齢者で67.2％であった。西原町では男が後期高齢者で88.5％、女は前期高齢者で73％、

全体では前期高齢者で76％であった（図5）。生活体力との関係を見てみると高体力群の

割合が大きかったのは、大宜味村、西原町の前期高齢者、後期高齢者とも健康的な回答を

選んだ者であった（図6）。両地域の男女とも、生活体力と自覚的健康感の間に有意な差

はみられなかった。

(3)転倒
表8に大宜味村と西原町の転倒回数を示した。大宜味村の男で30回を記録した者がい
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た。西原町の男で前期高齢者に、その他の群で後期高齢者に転倒する者が多くみられた。

また、転倒回数と生活体力、性、年齢の間に有意な関係は認められなかった。

(4)老研式活動能力（ADL）
表9は社会活動性の実施状況と年齢階級別の男女間のＸ２検定、平均値の検定の結果で

ある。大宜味村の前期高齢者で男女とも「手段的自立」と「社会的役割」の「できる」の

回答が「知的能動性」に比べて高い割合を示した。また後期高齢者で男は「手段的自

立」、「知的能動性」、「社会的役割」の3つの活動性の「できる」の回答の割合が近

かったのに対し、女は「知的能動性」に「手段的自立」と「社会的役割」より「できる」

の回答の割合が低かった。西原町は男女とも「手段的自立」、「知的能動性」、「社会的

役割」の3つの活動性の「できる」の回答の割合は高く、男の「本や雑誌を読みますか」

の項目と女の後期高齢者の「新聞を読んでいますか」、「本や雑誌を読みますか」の項目

で「できる」の回答の割合が他の項目より低かった。また、大宜味村に男女問の回答率に

差が多くみられ、後期高齢者では9項目も有意な差がみられた。また、図7は両地域の男

女の年齢階級別に各項目別の「できる」と回答した者の高体力群の割合を示した者の割合

である。両地域とも「できる」と回答した者の高体力群の割合は、ほとんどの項目で高い

値を示し、西原町の男の前期高齢者で2項目、女の後期高齢者で3項目、大宜味村の男の

前期高齢者、後期高齢者でそれぞれ2項目、女の後期高齢者で2項目で生活体力との間に

有意な関係が認められた。次に、得点が0-4点を低活動群、5-8点を中活動群、9-13点を

高活動群に分け、その割合を表10に示した。両地域の男女とも9-13点の高活動群の割合

がかなり高くみられた。また、前期高齢者から後期高齢者になるにつれて高活動群の割合

が減る傾向がみられ（図8）、平均点では大宜味村、西原町の男女とも有意に低くなった

(P<0.001)。大宜味村、西原町の前期高齢者、後期高齢者の全ての群で低活動群から高活
動群になるにつれて、高体力群の割合が高くなった（図g）。全体で「できる」の回答が

多かった項目は大宜味村、西原町の男が「バスや電車を使って一人で外出できますか」、

「日用品の買い物ができますか」、「病人を見舞うことができますか」であり、女は「自

分で食事の用意ができますか」、「病人を見舞うことができますか」等であった。

(5)健康法
表11は健康法の実施状況と年齢階級別の男女間のＸ２検定、平均値の検定の結果であ

る。大宜味村の前期高齢者で男が女に比べて、全項目で「はい」と回答した者の割合が多

かった。また、後期高齢者で男より女の「はい」の回答率が高い項目が比較的多く見られ

た。両地域の男女とも「信仰を持つ」の項目で他の項目に比べてかなり低かった。「酒を

つつしむようにしている」、「タバコをつつしむようにしている」の項目も50％前後と

他の項目より低い値を示した。社会活動性同様、大宜味村に男女間による「はい」の回答

率に差が多く見られ、後期高齢者に7項目みられた。また、図10は両地域の男女別に各項

目別で「できる」と回答した者の高体力群の割合を示した者の割合である。すべての項目

で「はい」と答えた人の半数以上が高体力群であった。西原町の女で1項目、大宜味村の

男で6項目、大宜味村の女で2項目で生活体力との間に有意な関係がみられた。次に、得

点が0-6点を低活動群、7-12点を中活動群、13-18点を高活動群に分け、その結果を表１２

に示した。健康法は社会活動性に比べて高活動群の割合低くなっていた。また、社会活動
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性は前期高齢者から後期高齢者になるにつれて高活動群の割合が減る傾向がみられたが、

健康法は大宜味村、西原町の男は加齢に伴い高活動群の割合が減り、大宜味村、西原町の

女では逆に加齢に伴い高活動群の割合が高くなる傾向がみられた(図11）。平均点は大宜
味村の女で後期高齢者が前期高齢者よりも有意に高くなった(P<0.01)が、その他の群はわ
ずかながら低くなった(P>0.05)。また、大宜味村、西原町の両地域とも低活動群、中活動

群、高活動群別における生活体力の高体力群の割合に大きな差はみられなかった(図
12）。

(6)日常生活

図13には、両地域の日常生活行動の実施状況を示した。また、表13には日常生活行動

の実施における男女間、生活体力との関連をｚ２検定した。

その結果、大宜味村の女に「睡眠時間」（P<0.01）「テレビの時間」（P<0.05)で、西原町
の女に「炊事・洗濯・部屋も掃除」（P<0.001）「食料品や日用品の買い物」「庭や家のま
わりの手入れ」「趣味やけいこごと」（P<0.05)で生活体力との有意な関係がみられた。ま
た、西原町の男に「散歩や体操」「知人、友人とのつきあい」（P<005)で有意な関係がみ
られた。各項目ごとの男女間の検定では、大宜味村の後期高齢者で19項目中11項目とか

なり男女間に違いがみられ、西原町の前期高齢者でもそれがみられた。運動やスポーツの

項目では、「ときどきする」「することが多い」と回答した者が両地域とも前期高齢者か

ら後期高齢者にかけて少なくなる傾向がみられた（図14）。また、運動をしている者と

していない者との高体力群の割合では大宜味村の前期、後期高齢者でやや差がみられた

が、西原町ではほとんど差はみられなかった（図15）。

、者察

本研究では、高齢者の日常生活やADL、健康法など、どのように日常を過ごしている

のかを大宜味村、西原町のそれぞれ男女間、前・後期高齢者間で比較しながら、それが生

活体力（日常生活動作能力）にどのように関連しているのかを明らかにすることを主な目

的として行った。特にADLの13質問項目と生活体力の強い関係は先行研究でも明らかに

されており、この社会活動性に健康法、日常生活行動などの質問項目も加え、生活体力と

の関係を広い分野から検討を行った。

(1)職歴
仕事に関して、「毎日している」者と「ほとんど毎日している」者とを合わせると，特

に大宜味村で高齢になっても現職として頑張っているものが多くみられ、７５歳以上を過

ぎても男では4人に1人が、女では5人に1人以上の割合であった(図3)。序論でも述べた
「仕事を持つことが身体活動低下を予防する」とあるように、仕事を現在も行っている者

と行っていない者との高体力群を比較すると、仕事を行っている者に高体力群の割合が高

くなっており、大宜味村では仕事をもつことで生きがいや充実感、適度の運動を維持し、

それが仕事を現在も行っている者と行っていない者との生活体力の違いの原因と考えられ

る。また、仕事をしていない者に運動やスポーツをしている者の割合が低くみられたこと

で、このことがさらに仕事を現在も行っている者と行っていない者との高体力群の違いに

なっているものと考えられる。逆に西原町では男で仕事を行っていない者に高体力群の割
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合が高かったが、これは西原町が老人クラブや町内会活動がとても盛んな地域で、仕事を

持ってない者の半数以上の者は老人クラブなどのクラブ活動に参加（特に75歳以上では

全体の75％の者がクラブ活動に参加している）しており、生命予後を娯楽やスポーツな

どなんらかの形で体を動かし楽しんで過ごすことで、生きがいや充実感を維持し、仕事を

してない者でも高体力群の割合が高いと考えられる。大宜味村、西原町の高齢者も仕事を

もつことで生きがいや充実感，適度の運動を維持しているものと考えられ、仕事を持つこ

とや、より積極的に運動やスポーツ、その他の身体活動を行うことが今後も高い生活体力

を維持していく－つの要因であることが推察された。

(2)健康度自己評価
現在、高齢者にとって生きる意味、価値を理解し、生活満足度の高い高齢期が必要とさ

れ、高齢者の誇り、生活満足度や生きがいなどが織りなす主観的幸福感の重要性が認識さ

れているが、その主観的幸福感に古谷野は「健康度自己評価や人間関係の豊かさが，主観

的幸福感を高めている」,）と報告しており、また、藤田らは、「主観的幸福感、健康度

自己評価、生活体力は強く関係している」４)16)ことを見いだした。健康度自己評価とは自

分の健康状態を良いか悪いかの評価軸で評価した1）もので、多くの場合､社会的､精神

的、身体的な統合体としての健康が主観的に感覚・知覚されたものであると考えられてい

る。また、客観的身体的健康を最良に維持しながら健康度自己評価を高めていくことは高

齢者にとって重要なものであり、今後、追求されるべき課題である。

大宜味村と西原町で健康群と非健康群の生活体力をみてみると（図6)、高体力群の割合

が大きかったのは、大宜味村、西原町の前期、後期高齢者の全ての群で健康群のほうであ
り、先行研究と同様の結果がでた。また、非健康群でも全体の73.7％の者が高体力群とい

う結果がでたが、特に西原町では先に述べたように、仕事よりも娯楽、趣味、スポーツに

従事している者が多く、それが生活体力にもなんらかの影響を及ぼしているものと考えら
れ、健康群と非健康群の高体力群の割合にほとんど差がみられなかった。大宜味村では全

体的に西原町よりも高体力群の割合が低く、西原町と「運動やスポーツ」で大きな差がみ

られた(特に女で前期高齢者Ｐ＜0.01、後期高齢者Ｐ＜0001）。また、大宜味村では「睡
眠時間」、「運動やスポーツ」に健康感との有意な関係がみられることから、毎日満足
のいく睡眠時間がとれているか、また、仕事以外でもスポーツなどで体を活発に動かして

いるかが、さらに自己の健康感を高めていく－つの要因となり、それが高い生活体力を維

持する大きなつながりとなっていくものと考えられる。

(3)転倒
転倒は「寝たきり」の主要な原因の一つとして、重要性は増してきており、１度転倒し

た者は、新たな転倒を恐れて、外出を控えたり、自信喪失し、日常生活での活動が消極

的、依存的になったりするといった報告がすでにされている20）。大宜味村、西原町の転

倒状況では、大宜味村の男が転倒率は最も少なかった。２回以上転倒した者は女よりも男

に弱冠高<みられたが、生活体力との関連でみてみると転倒回数に関係なく高体力群の者

の割合がかなり多かった。これは先行研究との結果にすこし違いがみられた。今回の調査

では違う傾向に現れたが、高齢者と転倒の関わりは見落としてはならない点である。転倒

は環境要因との関わりもあり、周囲の人々が高齢者の身近な生活環境が安全か否かについ
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て気を配ることが大切である。

(4)老研式活動能力（ADL）
社会活動の実施状況をみると大宜味村の後期高齢者に性別間による差がみられた。特に

「手段的自立」で5項目中4項目、「社会的役割」で4項目中3項目の有意な差が認められ

た。男は年をとっても仕事をしている者が多いことが少なからずとも関係していると思わ

れ、後の日常生活状況のところで述べるが、大宜味村は家事的役割をもっている者が半数

以上を示した。加齢に伴い、身体活動量が低下していくなかで、男は外の仕事、女は家の

仕事という傾向が出てくるのではないかと思われる。生活体力に関して、高活動群ほど高

体力群の割合が高い結果を示した。特に西原町の女で高体力群の割合は全体の94％と大

きな値を示した。これは年齢構成による影響が大きかったと推察できる。ADLが生活体

力との関連が強いことは先行研究で報告されている3)15）。図9からみてもわかるように、

今回の調査で高活動群になるにつれて高体力群の割合が増加していった。このことから大

宜味村と西原町でもＡＤＬと生活体力との関連は非常に強かったと言える。逆にADLをい

つまでも高く維持していくことが高い生活体力を維持していくことが推察される。しか

し、ADLは加齢に伴い低下することが小谷野らによって報告されており、大宜味村、西

原町でもその傾向が見られた。そこでADLの加齢に伴う低下の原因について検討してみ

た。ADL13項目は「手段的自立」、「知的能動性」、「社会的役割」の3つの活動構成か

らなっており、その3つの得点の平均と合計得点の平均のいずれも後期高齢者になると下

がっていた（図16）。これは加齢に伴う低下が3つの活動性の全てでみられることを表し

ている。下がりかたは特に大宜味村の男と、西原町の女で大きく，大宜味村の男は3つの

活動構成の「社会的役割」で、また、西原町の女は「知的能動性」で他の群と差が大きく

みられた。このことから特に大宜味村の男は日常生活における「社会的役割」を、西原町

の女は「知的能動性」をいつまでも維持していくことがADL低下予防の一要因となるこ

とが伺えた。しかし、生活体力との関連では大宜味村の男、西原町の女にそれぞれ「社会

的役割」「知的能動性」と生活体力の関連はみられなかった。また、図17は3つの活動構

成の点数を点数の高い者と低い者別に高体力群の割合を示したものである。３つの活動構

成のうち「手段的自立」で、点数の高い者と低い者の高体力群の割合に差がみられた。こ

のことから、「手段的自立」に強く生活体力との関係があることが推察できる。実際に大

宜味村は男女とも最も「はい」の回答率が多かった項目は「手段的自立」の項目であり、

西原町でもこの「手段的自立」の回答率は高かった。これにより、大宜味村、西原町の男

女とも「手段的自立」が－つのキーワードになっていると考えられ、この「手段的自立」

をいかに長く維持していけるかが生活体力の維持、向上の－要因といえる。

(5)健康法
健康法についてBrcsiowは「健康で長寿に役立つ健康習慣はどうすべきかは、ほとんど

知られていない」と述べている19)。また、健康習慣の低い者ほど死亡率が高く、健康習

慣が高い者ほど死亡率が低いとの研究報告もある4)。大宜味村と西原町の健康法の実施状

況をみると、前期高齢者では大宜味村の男に女より「はい」の回答率が高い傾向がみられ

たが、後期高齢者では両地域とも女にはい」の回答率が高い傾向がみられた。特に食生活

でその傾向が見られ、食事の用意は一般に女がすることにより、女のほうが男よりも気を
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配ると考えられる。また、図loをみると大宜味村の男に生活体力との有意な関係が多く
みられた。このことから大宜味村の男に生活体力と健康法に対する関連が特に強いといえ

る．男は西原町大宜味村では男女「定期的に健康診断を受ける」（77.6％）（83.8％）、
西原町の男「かびのはえた食べ物に注意している」（89.0％）、女「緑黄色野菜を多くと
るようにしている」（89.5％）の項目でそれぞれ１番高い回答率であり、西原町は食生活
に関する12項目中平均点が男9.0点、女8.6点と高い割合をだしており、食生活にとくに気

を配っている傾向があった。食生活に関する先行研究ではすべての栄養素で生存郡は死亡

郡よりその摂取量は高いという報告10）がされており、生存郡の健康状態は定かでない

が、西原町は高体力群の割合が男女とも75％を超えており、食生活に対する関心の強さ
が生活体力になんらかの影響を及ぼしているものと思われる。また、大宜味村では「バラ
ンスのとれた栄養をとっている」「食べ過ぎを避けるようにしている」「熱いものは冷ま

してから口にする」の3項目で有意な関係(P<005)がみられたことから、食生活の改善、
維持は高い生活体力を保つための一つの要因であると考えられる。また、大宜味村では西
原町よりも平均点は少し劣るが、それでもひとりあたり10以上健康に関してなんらかの
対策をしており、大宜味村、西原町の両地域とも健康に対する関心は強いといえる。

(6)日常生活

日常生活状況と生活体力との関連は、大宜味村で「睡眠時間」と「テレビの時間」に有
意差がみられ、睡眠時間が6～7時間の者に高体力群の割合が多かった。「テレビの時
間」は2～4時間の者に高体力群の割合が高かった。「睡眠時間」と「テレビの時間」と
の間に有意差がみられた（P<0.01)。睡眠時間が6～7時間の者にテレビをみる時間2～4時
間の者が多く、また、高体力群の割合が多かった。前期高齢者では6～7時間が最も多
かったが、後期高齢者は8～9時間に最も割合が多くみられた。年をとるにつれて睡眠で
静養をとる傾向がみられ、その反面、散歩や体操、運動やスポーツなどの活動が少なくな
る傾向にあった（図14）。それに伴い、高体力群の割合は少ない値を示した。運動やス

ポーツに関して先行研究では生活体力との関係がすでに認められているおり2)3)17）、
今回の調査でも大宜味村について少なからずそのような傾向がみられ、もっと積極的に散
歩や体操、運動やスポーツなどを行うことが必要であると推察される。ただ、大宜味村は
「食事の時間」や「床につく時間」に「だいたい決まっている」、「決まっている」の回
答率がかなり高く、規則正しい生活習慣が行われている者が多いと言える。「炊事・洗
濯・部屋の掃除」や「食料品や日用品の買い物」、「庭や家のまわりの手入れ」など家庭
で何らかの役割をもっている者が半数以上と、生理・家事的行動で活発的な者が多くみら
れた。大宜味村において、これらの活動が運動やスポーツなどの活動の少なさをおぎなっ
ているとも考えられ、長寿になんらかの影響を及ぼしているものと思われる。このことは
「家庭で何らかの役割をもっていることが高い生活水準を維持できる」との報告2)4）と一
致している。これは西原町でも同じことが言え、「炊事・洗濯・部屋の掃除」、「庭や家
のまわりの手入れ」、「その他の家事的作業」で生活体力との有意な関係がみられ、その
他に孫や配偶者の世話をしている者も多く、また、趣味や稽古、運動やスポーツ、ボラン
ティア活動、知人や友人とのつき合いでも活発に行動している。先行研究による「食事時
間や就寝時間などの規則正しさ、新聞・雑誌の購読度，趣味・稽古ごとの実施、運動の実
施などと生活体力との間にそれぞれ有意な関係を認めた」との報告2)3)8）と大宜味村、西
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原町は類似しているものがあり、今後もこの活動状況を維持しながら、その他の日常生活

活動の向上を図っていく必要がある。

・綴括

本格的な高齢社会を迎えている今日、真に豊かで活力のある長寿社会を作っていくため

には、高齢者の健康問題を正しく把握し、適切な対策をたてることが必要条件となろう。

今回の調査はそういった問題も考慮し、日本でも有数の長寿県沖縄に在住する高齢者の

生活習慣や健康法、社会活動性の実態を明らかにし、生活体力とどのように関連している
かを検討することにより、高齢者の自立やＱＯＬに関する基礎資料を得ることを目的とし
た。

(1)職歴
大宜味村に年をとっても仕事を続ける傾向がみられた。大宜味村、西原町の両地域とも

仕事と生活体力との間に有意な差はみられなかったが、西原町の男以外で仕事を持ってい
る者に高体力群の割合が高かった。仕事、仕事に変わるものを持つことが高い生活体力を
維持していく－要因であることが言えた。

(2)健康度自己評価
健康的な回答の割合は大宜味村、西原町の両地域とも高かった。大宜味村、西原町の両

地域とも非健康的な回答をした者より健康的な回答した者に高体力群の割合が高かった。
有意な関係はみられなかったが、自分で健康と思うことが生活体力を高く維持していく－

要因であることが言えた。

(3)転倒
男より女に転倒した者が若干多くみられた。転倒の回数と生活体力との間に有意な差は

みられなかった。

(4)老研式活動能力（ADL）
社会活動性は高活動群ほど高体力群の割合も高かった。また、平均点は大宜味村、西原

町の両地域で後期高齢者が前期高齢者よりも有意に低下していた（P＜0001）。中でも
「手段的自立」に生活体力との強い関連性がみられ、日常生活の中で「手段的自立」の状
態をどのように維持していくかが、これからの一つの課題といえる。

(5)健康法
健康法は大宜味村、西原町の両地域で食生活に気を配っている傾向がみられた。また、

平均点は大宜味村、西原町の両地域とも1人あたり10以上の健康に関してなんらかの対策
をしており、健康に対する関心は強かった。大宜味村の男で生活体力と有意な関係が見ら
れた項目が多くみられ、健康法との関わりが強かった。

(6)日常生活
日常生活に関しては、大宜味村、西原町の両地域に「炊事・洗濯・部屋の掃除」や「庭
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や家のまわりの手入れ」などの家事的行動を行っている者が多く、規則正しい生活をする
こと、家事的役割を持つことが高い生活体力を維持していく－要因であることが言えた。

今回の調査では、大宜味村と西原町の年齢分布には差がみられ、満足のいく結果が出せ
なかったが、これからの高齢社会に向けて高齢者に関する研究は必要不可欠なものであ
り、また生活体力に関する研究は沖縄においてもほとんど報告されておらず、今後も縦断
的な研究が必要である。

謝辞

今回の調査に御協力頂いた大宜味村、西原町の役場当局、各字の区長、住民の皆様に厚
く御礼申し上げます。また資料の蒐集、整理に御協力頂いた琉球大学教育学部の下地美幸
さんに深く感謝致します。

引用・参考文献

1）青木邦男（1994）高齢者の自覚的健康度に関連する要因．体育学研究３８：375-386
2）荒尾孝（1996）高齢者の身体的活動能力の実態とその維持増進．体力研究９２：1-20
3）荒尾孝・北畠義典・種田行男（1996）高齢者の健康と生活体力．月刊「地域保健」

別冊：3-25

4）小川裕・岩崎清・安村誠司（1993）地域高齢者の健康度評価に関する追跡的研究-日
常生活動作能力の低下と死亡の予知を中心に-．日本公衛誌４０(9)：859-871

5）甲斐一郎（1993）高齢者の活動的余命と地域保険・医寮活動．体力研究８３：19-27
6）北畠義典（1996）高齢者の日常生活における身体活動能力（生活体力）測定法の開
発に関する研究-第８報総合動作能力について-．体力研究９２：21-30

7）木村みさか.新井多聞ほか（1987）高齢者を対象にした体力測定の試み-1.65歳以上
高齢者の体力の現状-．日本公衛誌３４(1)：33-40

8）古谷野亘・橋本廸生ほか（1993）地域老人の生活機能‐老研式活動能力指標による測
定値の分布-．日本公衛誌４０(6)：468-473

9）古谷野亘（1984）主観的幸福感の測定と要因分析．社会老年学２０：59-64
10）須山靖男（1997）高齢者の食品摂取とライフスタイル．体力研究９３：20-29
11）種田行男（1997）高齢者の生活体力とその関連要因．日本運動生理学雑誌4(2)：

１４１－１４７

１２）種田行男・荒尾孝・西嶋洋子・北畠義典ほか（1996）高齢者の身体的活動能力（生
活体力）の測定法の開発．日本公衛誌４３(3)：196-207

13）種田行男・荒尾拳・西嶋洋子・北畠義典（1996）高齢者の生活体力と日常生活の活
動性および主観的幸福度・抑うつ度との関連について．体力研究go：7-16

14）種田行男・荒尾孝・西嶋洋子ほか（1994）高齢者の生活体力の測定法および性・年
齢階級別評価基準値．体力研究８６：31-36

15）玉腰暁子・青木利恵ほか（1995）高齢者における社会活動の実態．日本公衛誌４２
（10):888-896

16）藤田利治・大塚俊男・谷口幸一（1989）老人の主観的幸福感とその関連要因．社会
老年学２９：75-85

－４２



17）永田晟（1997）高齢者の体力づくりと運動技術．日本運動生理学雑誌4(2)：133‐
１４０

１８）芳賀博・柴田博ほか（1988）地域老人の日常生活動作能力に関する追跡的研究．民
族衛生５４(5)：217-233

19）宮田延子・大森正英（1997）在宅高齢者の健康度と生活習慣-第１報健康生活習慣
からみた健康高齢者の特性-．日本公衛誌４４(8)：574-584

20）安村誠司・芳賀博ほか（1991）地域の在宅高齢者における転倒発生率と転倒状況．
日本公衛誌３８(9)：735-741

21）琉球新報社（1997）厚生省による1997年度の全国高齢者名簿(長者番付)報告．琉球
新報９/９朝刊

22）琉球新報社（1997）国立社会保障・人口問題研究所による日本の将来推計人口(９７年
１月)報告．琉球新報,/１４朝刊

23）琉球新報社（1997）総務庁による人口統計調査(97年９月)報告．琉球新報９/１５朝
刊

24）琉球新報社（1997）厚生省人口問題研究所による日本の世帯数の将来推計(93年1０24）

琉球新報９/１５朝刊月)報告．

－４３



繩
目
の
測
定
値
の
性
･
年
齢
階
級
別
の
平
均
値
±
標
準
偏
差
､
性
差
の
検
定
､
お
よ
び
年
齢
と
の
相
関
関
Ｍ

＿
＿
￣

賭
と
の
組
喫

1
0
～
ｌ
ｉ
４
Ｉ
園

】
～
／
４
１
房

B
L
D
～
ｈ
９
Ｉ
豆

１
０
～
Ⅲ
（
颪

1
.
5
＋
１
．
ｔ

]
＋
＿

｢
１ Ｊ

Ｕ
1
.
5
士
2
.
-

Ⅱ
．
Ⅱ

ロ
．
【

Ｌ
ｂ
ｌ
４
ｔ

F
1 h」

「
Ｉ Ｌ」

１
４
汁

Ｌ
］
＋
１
．
ｔ

1
0
＋
１
．
ｔ

＋
１

Ⅲ
-
0
士
１
．
ｔ

４
９
Ｍ

１
０
＋
１
【

１
＋
B
ｉ

、
＿
［
Ⅱ
．
【

)
－
４
；
９
１

｢１ [」
駒
作
菫
鵬

一心

】
＋
」

ｉ
ｈ
８
＋
｣
.
＿

ｳ
＋
ノ

Ｍ
８
Ｕ
ｔ

庁
２
月
囚

］

１
７
＋
｣
.
【

I
＋
１
－

’
十
ノ
ー
１

】
＋
＿
Ｉ

１
９
＋
２
．
t

：
Ｚ
Ｕ
－
９
＋
Ｚ
＿

］

〕
＜
I
M
I

｣
＜
Ｕ
･
【

Ｆ
Ｂ
①

白 ■ ◆ ■ 口

､
■
､
ｅ
こ
=
=
=
■
■
Ｂ
Ｓ
■
q
勺
｡
●
Ｇ
●
4
■
●
｡
｡
■
甲
早
年
■
旱
O
C
B
■
ら
■
可
■
｡
●
｡

■ ● G ● ８

●
Ｃ
Ｄ
●
●
■
●
①
●
●
●
●
Ｑ
ｂ
Ｄ
ｐ
Ｂ
ｅ
ｃ
Ｃ
◆
Ｏ
Ｇ
の

：

}-
--

--
-←

舅＝
!
…
起
居
陸
風
…
!
…
…
…

４ ｡ ｔ

ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ー
ニ
ー
ー
ー
ニ
ー
ニ
＝
＝
＝
＝
＝
＝
百
＝
＝
。
［
＝
＝
三
二
．
ｐ
ｇ
ｐ
ｄ
■
●
｡
●
Ｐ
●
＝
÷
二
号
全
：
〒
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ー
■
ﾛ
■
■
■
■
■
■
■
●
■
●
午
●
■
●
牢
｡
｡
①
■
●
q
■
■
■
●
■
■
■
●
■
●
の
①
ｃ
Ｐ
ｃ
｡
●
｡
◆
①
●
p
q
D
■
■
□
P
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
●
け
ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
の
｡
●
◇
●
ｃ
ｃ
Ｃ
ｃ
ｃ
ｏ
Ｏ
ｃ
Ｓ
ｏ
■
｡
●
■
●
□
B
□
己
■
￣
■
●
■
□
■
□
■
■
■
■
■
■
ｂ
ロ
む
つ
■
●
●
●
Ｏ
●
Ｇ
Ｂ
Ｃ
D
S
G
□
ｐ
Ｄ
ｂ
□
□
■
■
□
■
■
■
■
■

車
１
型
T
面
目
、
側
l
壺
棺
ｌ
Ｍ
ｔ
・
住
艶
麟
班
則
、
巫
１
回
楠
＋
種
潅
信
善
一

Wi
菫i

ii
艦:

…駐
fj

i産
藤i

ij
ji

ji
ii

i薦

１
ｍ
～
Ｍ
/
幾
１
ｉ
願
～
Ｒ
ｑ
（
幾
）
１
７
０
～
7
４
（
篭
）
：
７
５
～
7
９
（
露
）
：
８
０
～
8
４
（
菌
）
！

ｉ
－
Ｊ
ｌ
蝋
－
１
－
－
…
＿
閾
-
1
1
:
Ｌ
…
↓
_
…
…
＿
…
－

１
女
；
5
.
7
±
1
.
4
1
6
.
3
±
1
.
6

沖
…
●
｡
●
●
､
｡
●
■
…
･
･
･
｡
｡
･
･
…
･
￣
｡
…
…
…
…
｡
:
…
…
･
…
…
●
…
･
･
､
…
ロ
ー
●
｡
…
…
…
･
■
･
■
･
･
●
･
ロ
ロ
･
…
･
…
…
…
…
…
｡
…
･
■
■
｡
…
｡
…
…
…
－
－
■
…
●
･
･
･
･
･
･
･
･
…
…
｡
…
…
…
…
･
･
･
…
…

Ｍ
Ｍ
１

Ｍ
'
２
１

■ ■ ● ■

（
）
内
は
対
象
者
数
を
示
す

9
ｗ
ｗ
ｗ
､
ｗ
■
ザ
ザ
閉
門
汀
市
Ａ
－
ｗ
ｗ
－
ｗ
ｗ
ｖ
ｗ
Ｕ
ｗ
ｗ
ｗ
Ｕ
ｗ
鉤
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｕ
ｗ
ｗ
奇
v
閃
U
T
w
w

i＊
P<
0.
05
,-
零塞
P<
0.
0］

■
－
－
－
－
－
●
ｃ
ｃ
の
…
平
ｐ
Ｂ
－
哩
苧
□
Ｊ
ｑ
Ｐ
￥
￣
ｑ
ｐ
ｑ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
ｑ
Ａ
ｑ
Ｐ
￣
￥
￥
￥
午
舌
も
語
手
司
戸
〒
寺
＝
ﾐ
F
〒
三
ｺ
…
￣

ｉ
8
.
6
±
2
.
4
：
8
.
5
±
2
.
9

;6
.8
±１
．９

．
．
．
１
.
…
…
…
…
･
…
･
…
･
…
…
－
．
－
･
･
･
…
･
－
.
…
…
．
．
…
…
…
…
．
.
…
･
･
･
･
･
…
．
．
…
…
…
…
･
･
･
…
…
。
…
…
…
…
･
･
…
･
…
…
・

；
（
R
1
）
ｉ
（
3
9
）
；
（
1
0
）

▲
｡
■
●
■
●
■
●
■
●
●
●
S
●
◆
●
◆
Ｃ
Ｓ
Ｇ
◆
●
▲
●
G
S
D
■
■
■
■
ご
■
ｃ
ｃ
Ｃ
ｐ
ｐ
Ｕ
Ｃ
■
●
●
●
●
■
●
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
■
■
■
｡
■
■
し
勺
■
け
□
◆
0
◆
●
＋
の
◆
の
p
●
●
●
｡
●
●
●
●
｡
｡
■
□
■
■
●
■

■ ■ ■ ■ Ｂ Ｃ Ｃ ● ●

■
■
■
も ● ● ● ■ ● ● o Q o

棚一

州》一 (4
)

■
.
や
Ｒ
Ｒ
Ｒ
R
n
閂
､
干
弓
R
乎
守
q
A
q
A
￥
q
p
Q
◆
妙
■
■
■
P
q
A
q
P
…
a
b
d
c
“
日
夕

＿
…
…
j
1
Q
J
i
蝿
…
…
…
-
－

…
…
－
…
…
鋸
…
…
…
…
…
…
…
!
…
…
…
…
"
…
…
…
－
…
－
…
…
:
…
…
－
辮
一
一

画日
夕｡

…｡
､…

p妙
……

….
…－

－⑫
守・

,平
q～

Gp
q…

q△
QP

qp
や一

qP
qA

QP
哩守

nF
千q

…甲
一⑭

－羊
qo

6P
-…

……
ＯＬ

･…
wD

qj
qD

￥q
Ru

uq
Bや

い平
qj

qP
⑭苧

苧口
八船

β苧
朝Ａ

Ｐ千
qP

q戸
干⑤

－－
餡･

qA
u梺

乎｡
P竿

･▲
……

⑭q
PQ

F･
…平

やU
qA

q'
やq

AA
Aq

Pq
P蛸

qR
qA

￥￥
干甲

ロー
羊…

pu
q▲

￣q
pq

AA
RR

AA
A喀

凹ｕ
￥…

●

|(
3)

．、舳蕾》；．．…一………一・．紺：

締一 一辨
判－１蕾……一：側
》Ｎ一》

!=i
二二:

二!:
二F

l
=
0
.
3
6
7
7
＊
＊

日
子
守
咄
守
守
千
＄
n
戸
千
午
q
P
△
Q
q
P
q
P
⑭
●
.
C
￣
■
■
u
b
D
…
q
“
P
A
P
平
□
□
￣

p
E
-
=
■
Ｃ
■
Ｃ
■
ｅ
■
●
Ｄ
Ｂ
■
ﾛ
ロ
P
S
■
⑤
●
｡
白
●
白
●
●
■
■
p
p
O
C
●
B
●
●
｡

仁
0
.
5
1
4
6

‐‐トーＰトトＰＩｈｂＩｈｐＰ■ⅢＩ‐ＰＩＯ‐Ⅱ０１０６巴・け■●｜ｐ』■■曰■Ｌ■ｂ■■ＥＰ■ロロ■｜■■■■Ｓｐ甲ＢＢ５Ｂ０●己Ｐ●丘■■■□●ＧＢＢｇの●●●●●□Ｃユ〒■■印⑪●

Ｏ

…
…
…
…
…
ル
ー
…
…
－
－
－
…
…
…
_
：

①

□
乎
已
凸
ﾛ
ロ
■
■
Q
G
o
D
咄
平
ｑ
Ｐ
■
A
q
n
乎
平
一

ＳＣＣＣ０４、■ＣＯ◆Ｏ９ＣＣＣ６ｃｃ白已■■■●ｂＧＯ哩乃ＧＢロ■ＤＢｃＢｃＢで●■■⑤中●●●●と■■■■■■■Ｂｐｃ

｡
● ２

５ ■ ■
■

B

：
Ｂ Ｃ

Ｓ ｇ
■

ＪＬ
-.
.-
旦夕
`_
蛆-
..
-L
--
--
-.
--
-.
--
.-
＝-
--
--
--
＝寺
苧寺
手苧
芒-
ﾆｰ
ｰｰ
ｰｰ
･_
--
-□

5
.
0
±
1
.
9
1
5
.
6
±
1
.
4

6.
1±

2.
1

７
Ｕ
±
1
.
5

古 ■ の ● ｡ ｡ ■

6.
5

「
□
３

！(
17

）
ｉ(

11
）

（2
1）

－
苧
苧
…
公
一
や
…
⑭
午
平
干
凸
R
q
P
平
平
ヰ
ヰ
ー
ー
ー
卒
ギ
ー
･
…
－
－
“
･
小
口
⑭
ｕ
ｕ
哩
凹
■
…
￥
u
q
D
￥
4
A
白
p
Q
n
n
R
哩
梺
q
P
辛
守
q
m
R
千
町
n
千
n
P
-
q
F
q
R
9
ﾕ
…
－
n
A
⑫
Q
･
恥
⑭
￥
･
…
￥
Q
■
･
P
Q
Q
‐
n
o
…
△
q
ﾛ
⑫
q
P
q
P
d
P
Q
口
平
B
A
q
W
I
弧

Ｎ
､
S
、
１
Ｎ
.
S
、
；
＊

》》、

扇潤一……一……

一柵一剛

二
Ｆ
■
＝
ミ
ー
ー
■
■
Ｆ
己
司
ロ
ニ
ニ
テ
ー
ユ
■
平
竿
ｑ
Ｐ
Ｑ
Ｄ
ｑ
Ｄ
⑫
■
少
■
少

7.
5±

1.
7

Ｐ
ｕ
印
ｑ
Ｐ
ヰ
ロ
ー
■
■
■
■
、
■
Ｊ
ｑ
少
⑫
Ｏ
Ｇ
皿
-
￥
ロ
ム
q
Ｐ
Ｑ
ｐ
Ｑ
ｐ

(1
0）

Ｖ
Ｔ
Ｈ
印
､
Ⅳ
ｂ

p
〃
ｑ
口
中
⑭
￥
Ｌ
Ａ
ﾛ
伊
q
P
￥
q
P
q
D
q
J

N､
S、

7.
4±

1.
2

Ｐ
Ｑ
Ｐ
干
苧
午
q
P
平
干
■
P
q
P
■
P
平
■
A
q
P
u
u
q
■
q
A
q
b
甲
９
｡
や
や
Q
P
q
P
叩
叩
ｑ
Ｊ
･
■

(2
6）

￣
b
V
b
早
甲
閂
凶
印
■
Ｗ
Ｕ
Ｕ
ヤ
Ｕ
ｕ
Ｖ
Ｗ
ｖ
出
Ｗ
Ｕ
Ｖ
ｒ
Ｖ
Ｗ
Ｐ
出
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
\
向
田
ｂ

＊

ｉ ３ Ｃ ８ 白

辛!
｡
Ｃ Ｃ ● G ◆ i

U
Y
n
甲
ｗ
ﾘ
由
叩
弔
も ｉ ： ■ ■

7.
9±
1.

q
白
q
ウ
ロ
タ
q
P
b
A
q
P
⑫
q
P
q
P
■
A
q
n

ｉ
9
.
6
±
2
.
2
；
8
.
8
±
2
.
3

５ や苧q
P
千
q
R
R
P
q
伊
守
q
R
R
只
平
午
…
－
Ｕ
⑭
Q
…
、
宰
已
…
Q
▲
“
…
…
…
｡
■
P
C
…
乎
妙
⑭
￥
￣
■
A
A
伊
叩
A
A
平
￥
_
ロ
グ
Ｗ
か
q
R
q
F
.
\
９
F
千
平
干
守
乎
A
P
q
p
q
P
-
-
-
哩
哩
ｕ
ｕ
ｐ
…
干
手
q
P
h
A
…
…
q
ニ
ー
q
j
⑭
a

N､
S、

■ 、 ■ Ｂ ｂ Ｄ ■ ■
N､

S，
■ ｡ ■

(1
7）

、
h
允
耽
ｎ
Ｖ
ｈ
Ｖ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
ｂ
Ｖ
Ｖ
Ｗ
Ｖ
Ｗ
Ｗ
邪
釘
も
､
V
W
b
萌
印
Ｕ
Ｗ
Ｗ
咄
可
､
h
咄
臥
h
h
h
田
吊
n
Ａ

N､
S、

10
.4
±2
.3

b
p
も
B
q
R
十
q
白
q
n
q
P
q
R
■
P
午
平
一
q
片
酩
q
瓜
苧
ｑ
ｐ
⑭
叫
凸
■
q
二
平
日
Ｐ
－
ｑ
Ａ
▲
■
…
■
▲
■
b
▲

(6
)

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｖ
Ｗ
ｖ
ｎ
ｈ
好
ｕ
Ｗ
Ｗ
曲
Ｗ
Ｖ
ｍ
Ｗ
穴
子
G
W
U
田
町
Ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
干
肉
Ｗ
ｗ
Ｕ
Ｗ
ｗ
ｑ

N､
S、

が
－
や
穴
-
-
-
ﾆ
ｰ
ｰ
ｰ
ﾆ
ｰ
ﾆ
_
泪
甘
、
＝
-
-
二
二
刃
由
Ｕ
Ｕ
⑭
Ｖ
Ｕ
や
U
V
v
U
u
甲
Ｗ
Ｗ
甲

女
7
.
7
±
1
.
4

(2
3）

±
1
.
6

Ｂ
ご
幻
V
V
u
u
u
刮
由
幻
■
W
W
H
Ⅵ
凸
J
由
H
n
h
n
n
研
n
町

(5
4）

“
U
u
V
W
W
U
W
年
Ｕ
Ｗ
､
齢

19
.1
±１

１
曲
伯
…
"
w
m
n
…
出
口
｡

|（
31

）

､８
9
.
8
士
1
.
7

i（
38
）

1
0
.
0
±
1
.
8

(1
1）

1
0
.
3
±
1
.
6

(4
)

｢
=
0
.
4
9
5
0
＊
＊

；
男

吉
ﾛ
ﾛ
ｺ
ﾞ
ｰ
ｰ
正
一
ﾆ
ｰ
ﾆ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
-
ｓ
-
-
-
-
-
局
ぢ
ぢ
.
ざ
＝
_
･
占
詫
で
＝
二
＝
ご
岸
嵜
浅
分
一
二
二
･
全
J
ニ
ロ
ニ
ニ
L
ﾆ
ﾆ
ﾆ
ﾆ
ﾆ
巽

手
腕
作
業
時
間
！

（
秒
）
！

｡
◆
◆
Ｓ
Ｐ
Ｂ
●
■
●
■
｡
｡
C
①
■
ﾛ
■
■

ｒ
百
Ｗ
■
出
ｗ
Ｕ
ｗ
分
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｖ
ｗ
ｗ
Ｕ
ｗ
…
w
U
u
h
や
v
ｗ
ｗ
ｗ
ｑ
ｗ
ｗ
Ｕ
ｗ
ｈ
Ａ
ｊ

ｉ
女

i
…
…
.
…
…
.
…

6
.
9
±
1
.
9
；
7
.
9
士
1
.
9
ｉ
6
.
9
±
２
．
０

＝
各
=
幸
一
=
-
-
-
-
-
-
.
.
.
.
.
…
.
…
･
･
･
拳
…
.
…
.
.
.
.
.
.
.
.
…
…
.
.
｡
；
.
…
｡
…
.
…
.
.
.
.
…
.
.
…
…
.
…
｡
…
｡
.
－
.
.
｡
.
.
…
｡
.
…
.
…
｡
｡
.
－
゜
.
.
.
｡
…
…
.
…
.
…
…
.
.
…
.
…
…
…
…
－
－
－
－
．
．
.
－

(
2
1
）
！
(
1
2
）

；(
17

）
白
A
A
A
A
Ⅳ
\
､
叩
O
W
U
v
F
P
楓
館
由
巴
一
り
ゆ
R
A
A
A
A
n
期
冊
仏
R
A
R
鮪
八
A
白
A
学
一
A
八
円
函
ﾊ
ﾑ
“
A
品
A
A
A
A
A

N
.
S
、
！
N
Q
S
・
ｉ
Ｎ
.
S
、

ｌ薫i
i菫i

[11
;【二

二ｌ二
二:二

i1i
lli

jfi
l1i

二二二
二:二

|猟H
ll1

lｴﾆ
ii二

二二
！
(
4
0
）
；
(
1
1
）

■

●●むっＰ■■早●Ｂ●●｜▽●■甲■Ｃｓ▲

捌一Ⅲ

９》一Ｎ》Ｌ

脚勵川一……一脚柵

４》｜Ⅲ一一
胸㈹ 》側一刑

ｊｉｌＭ紙『
Ｎ一》一伽螂Ⅲ

Ｑ
Ａ
Ｇ
Ａ
￣
q
p
q
p
⑭
■
且
■
少
q
P
9
P
Q
D
q
L
4
叩

５ ０ ■

男
挿
画
〃
ｗ
－
戸
司
Ｗ
Ｗ
ｗ
Ｗ
ｗ
ｗ
▼
Ｗ
や
－
．
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
＊
ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
印
Ｗ
Ｖ
Ｗ

総
合
得
点
１

，
．
…
…
…
…
…
…
…
…
･
･
･
･
…
…
｡
｡
…
?
.
…
･
…
…
.
｡
･
･
･
.
．

＿
…
卿
－
－
;
…
－
－

；
女

…
…
…
…
･
･
･
…
･
…
…
…
･
･
･
･
i
･
…
…
…
…
･
’

■ Ｓ Ｇ Ｏ ｡ ● ● ◆

2
1
.
0
±
1
.
8

－
二
-
二
二
二
二
三
三
二
a
m
U
U
W
印
勾
Ｗ

(
9
)
ｌ
(
2
4
）

…
…
.
…
…
…
.
…
…
…
.
.
.
.
…
…
…
.
…
…
.
…
」
し
.
.
.
.
.
.
.
.
…
.
.
.
.
.
.
…
.
.
…
.
.
…
…
…
…
…
…
…

Ｎ
,
S
、
Ｉ
N
o
s
、

－
－
…
･
ｐ
ｑ
Ｐ
－
■
s
⑭
q
ク
ザ
｡
p
￥
－
－
－
■
P
ﾛ
･
や
▲
▲
－
－
－
ｑ
Ｐ
－
ｕ
⑫
￥
…
･
P
可
q
P
-
Q
P
▲
白
妙
辛
一
q
P
q
用
岸
$
平
ｑ
Ｆ
－
ｑ
Ｐ
－
－
‐
q
的
A
A
白
一
一
一
吋
￣
－
－
･
■
ロ

ー
－
…
－
|
;
０
鯏
一
…

‘(
49
）

2
1
.
0
±
1
.
9

ｉ
2
0
.
8
±
2
.
1
；
2
0
.
7
±
3
.
0

！(
14

）
：（
10
）

（1
7）

….
….
.…
.…
.､
-.
..
..
.-
..
-.
-.
..
..
..
….
….
.↓
.…
..
..
….
..
….
……
…-
..
….
.､
-.
-.
．．
…･
･･
`…
･…
･･
･…
……
…･
…･
……
…．
.･
･･
一･
･･
･

…
…
－
－
１
|
鯉
一
L
…
＿
鮒
…
…
鼻
－
－
－
－
…

ｚ
Ｍ
－
鯉
鯏
-
1
1
詩
±
照
一
…

（
2
6
）
；
（
3
5
）

2
1
.
0
±
4
.
5

(3
)

h
■
-
-
-
-
-
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ｇ
ｑ
ｐ
ｓ
Ｃ
Ｃ
ｅ
｡
■
●
●
●
の
●
●
D
■
Ｏ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
●
い
■
印
⑪
●
ｂ
Ｃ
Ｃ
●
●
●
●
ｃ
Ｃ
０
●
●
の
ｃ
Ｃ
Ｂ

IN
I・
Ｓ●

2
1
.
9
±
２
．
７

■
●
Ｐ
＋
ﾛ
ｓ
■
ｐ
■
け
り
■
D
b
B
p
B
■
Ｂ
■
ｃ
■
●
Ｃ
Ｃ
Ｃ
印
■
●
Ｐ
ｂ
■
､
■
●
●
●
●
■
ｂ
Ｇ
ｃ
Ｇ
①
●
Ｇ
ｐ
Ｂ
ｓ
■
印
■
■
■
巳
已
■
■

(2
)



図１各項目の測定値の度数分布
女男

Ａ起居時間

人
ｍ
Ｂ
ｅ
４
Ｚ
Ｏ

時愚(秒)９１１１３３５

Ｂ歩行時間 人
旧
朽
料
に
ｍ
Ｂ
６
４
２
ｏ

人
ｇ
８
７
６
ｓ
４
３
２
１
ｏ

１３１５９１１
時間ｑ沙）

５７１３１５911

時間ｑ沙）
５７

ｃ手腕作業時間

人
、

１５

Ｏ
Ｓ
０

１

５５３５４５
時間（秒）

２Ｓ

Ｄ身辺作業時間 人
、

1５

1０

５

０

３５７９１１１３１５
時間（秒）

-４５



■■●■■●●●●●●ｂｂｐＤＤ■■｡●●●●●●ＣＣＯＯ■ＯＤｄｄＣｑ●◆●ＣＯ■■Ｏ■■■巳●■｡●■●Ｂ■■■●b■●●■ＯＧ●ｅＣＣＣＣ●■C●｡●●■●⑧

？S■●ﾛ●■■■■■■■■●●■ゅ｡□◇●◆ＣｏＣ●■■■■■■■●●■■■●■■●｡■｡Ｃ□じじ｡●●●■◆｡●●●●●ｐｄＣＣ●●●●p■の■■●●●■■●■■●■■■■ＣＣｂＣ●｡■｡■ご◆ＣＯ●ＣｃｃＤ●｡●●●ＤＣＣ■■■●■■■■■●■■■■■■■■ＢＧ■●●●■ＳＣＯ●●●Ｏ◆●●●●●●●●OQDDDp●■■■ｂ■●■●■●Ｇ■●●●●◆●●●●p■■■■ｑＢｅ■ｑ●●■■●●□●、■●●S■●●●●■O0Cep■●●●■りじ●●ＣＣＯＯ◆◆ｩ◆◆

表２．各項目の測定値の再現性

相関の
●■●●｡●●■●ｃい●●●■□。■

有意差

2肘行間の
●●ＣＯ◆●●■●◆●●｡●■■の■■■●●●■●●･ﾛ

相関係数

2賊行間の
ＧＳｑｂ●●ＣＯ●●●ＣＯ●●■●●■■●●●■■ぜ●●●●

差の有意差

；測定値の平均±標準偏差

一一一………………~……:－－１画百………:…~…巨顛………

三j雲ii=護lifT二篝三十'篝芸''二蔓三害篝三'二ii三：
…翻憾……男(､三６６)……１－蝿±626……:…m7土6'0……i……被一iEll699(）

（秒）女(n=164）；42.0±5.9ｉ３ａｌ±５．２１＊＊＊；仁0.8720

＊＊

＊＊

＊＊：｢=0.80736.9±2.0身辺作業時間男(n=91）：７９±2.8 ＊＊

＊＊＊！｢=0.78576.9±1.9 ＊＊(秒）女(n=160）；7.7±2.4

＊P＜0.05、＊＊Ｐ＜0.011

P□００．－°Ｃ･･｡■●●･･●●●●･･･●｡□･●●･ロﾛ００●c●●●ＣＯＣｏｏｏｄｄｄ･●■oCDco｡｡｡｡･･･・ﾛ●･･･●●｡●●●●～･●･●･ﾛﾛ●･●●●－●ｑ･●･DC●●･ひ●･●･●。●08

銭3.総合動作時間と年齢との相関関係
教＊男(r=0.3768
:＊＊

女(｢=0.5477

霞４Ｍ鋤糀力賑の鍬行にtilﾅ５平均値土騨雛

2節目２断iiの棚蝋1節目

12.6土2.7「=0816男：14.1±3.5

女；14.6±3.6；；13.3土２８

(n=156）；ｉ締；

｢=0.893
b●●ＯＧ■■●■■●●Ｂﾛ■｡■■■

粒

坪<0.01：榊MOO1i

図2-b総合動作時間の年齢mMmjM鴎貯怖女図2-8飴動作時間の年齢階鯛麟分布男

３
２
１
０
９
８
７
６
５
４
３
２

１
１
１
１

７

糾
閲
刈
羽
肌

叶
貯
好
か
岬
貯

一
一
一
》
一
一

６

５

４

０
０
１

０
０
０

〃〃

Ｔ
ザ

Ｗ、 >〈
００

８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５８９１０１１１２１３１４Ｉ５１６１７Ｉ８１９ＺＯ２１２ＺＺ３２４２Ｓ

－４６



rl

L｣八且
ＩＣ●Ｃ●■｡●I

盾囑

、
L」

対象者の生活体力の高活動群と低活動群の割合表5-ｂ
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図7-ａＡＤＬ１３項目別「できる」と答えた者の高体力群の割合
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若い人に自分から賭しかけることがありますか
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図７－ｃＡＤＬ１３項目別「できる」と答えた者の高体力群の割合
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図7-．ＡＤＬ13項目別「できる」と答えた者の高体力群の割合
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若い人に自分から話しかけることがありますか
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表１０男女別社会活動性3段階評価

0～4点５～8点 9～１３点平均値±標準偏差人数

大宜味村男 ８(12.1％)２４(16.1％)107(71.8％）9.5±3.4149名
女

西原町男

女

9(3.0%)４２(13.9%】251(83.1％）10.5±2.4302名
２(2.4%)１０(12.2%）７０(85.4％）10.7±2.3８２名

５(3.5％)１５(10.4%)124(86.1％）11.2±2.5144名
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図９年齢階級別活動生と高体力群の割合
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図１０－ａ健康法１８項目別「はい」と答えた者の高体力群の割合

（大宜味村男＝５７女＝１４０）

くよくよしないなど心の持ち方に気をつける

酒をつつしむようにしている

タバコをつつしむようにしている

規則正しい生活に気をくばっている

定期的に健康診断を受ける

個仰を持つ

バランスのとれた栄菱をとっている

毎日変化のある食生活をしている

食べ過ぎを避けるようにしている

脂肪はひかえめにしている

録覧角野華を多くとるようにしているい

繊維質の食べ物をとるようにしている

適丘の塩分をとるようにしている

熱いものは冷ましてからロにする

こげた部分は避けるようにしている

かびのはえた食べ物に注意している

紫外緯を避けるようにしている

体を謂潔にするように心がけている
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図１０－ｂ健康法１８項目別「はい」と答えた者の高体力群の割合

（西原町男＝５８女＝１０７）

くよくよしないなど心の持ち方に気をつける

酒をつつしむようにしている

タバコをつつしむようにしている

規則正しい生活に気をくばっている
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信仰を持つ
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毎日変化のある食生活をしている

食べ過ぎを避けるようにしている

脂肪はひかえめにしている

緑黄色野菜を多くとるようにしているい

繊維質の食べ物をとるようにしている

適己の塩分をとるようにしている

熱いものは冷ましてからロにする

こげた部分は避けるようにしている

かびのはえた食べ物に注意している

紫外線を避けるようにしている

体を清潔にするように心がけている
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図１４運動やスポーツの年齢別回答

關ときどきする 図ほとんどしない鴎することが多い
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